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　中学校生活でのさまざまな思い出と、こ

れから迎える新たな出会い。生徒たちは大

きな希望を胸に先生方に見送られ、新たな

一歩を踏み出しました。

（３月１７日、北御牧中学校卒業式）

卒業 おめでとう



2（２００９年４月）

　

東
御
市
で
は
、
平
成　

年
度
に
「
第
１
次
東
御
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
ま
ち
づ
く

１６

り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
定
住
人
口
の
確
保
対
策
や
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
な
ど
、
市
を
と
り
ま
く
課
題
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
新
し
い
時
代
に
柔
軟
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
前
期
計

画
の
見
直
し
を
行
い
、
今
後
５
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
定
め
る
「
後
期
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

 
後
期
基
本
計
画
と
は

　

総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、

実
施
計
画
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
期
基
本
計
画
は
、
東
御
市
が
目
指
す

望
ま
し
い
将
来
像
を
明
ら
か
に
し
た
基
本

構
想
に
基
づ
く
計
画
で
、
平
成　

年
度
か

１６

ら
平
成　

年
度
ま
で
の
前
期
基
本
計
画
を

２０

見
直
し
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度

２１

２５

ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
策
定
し
た
も
の

で
す
。（
図
１
）

 
基
本
構
想
及
び

　

後
期
基
本
計
画
の
内
容

　

平
成　

年
度
に
、
市
が
目
指
す
基
本
理

１６

念
を
、「
さ
わ
や
か
な
風
と
出
会
い
の
元

気
発
信
都
市
」
と
位
置
づ
け
、
平
成　

年
２５

度
を
目
標
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。（
図
２
）

　

後
期
基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
を
実
現

す
る
た
め
の
具
体
的
な
諸
施
策
を
示
し
た

も
の
で
あ
り
、
重
点
施
策
の
基
本
方
向
と
、

５
つ
の
分
野
か
ら
な
る
基
本
目
標
別
計
画

か
ら
構
成
し
て
い
ま
す
。（
図
３
・
４
）

 
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て

　

基
本
計
画
で
示
さ
れ
た
施
策
を
具
体
化

し
、
計
画
的
に
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

毎
年
度
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
計
画
を
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
予
定
で

す
。

　　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

企
画
課
企
画
調
整
係

　
　

�　

－

５
８
９
３

６４
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地
域
の
資
源
を
生
か
し
た
観
光
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

地
元
商
工
業
の
振
興
と
支
援
を
行
い
、
優
良
企
業
の
誘
致

に
よ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
の
多
面
的
機
能
を 
活 
か
し
な
が
ら
農
地
を

い

保
全
し
、
農
業
を
受
け
継
ぐ
人
材
の
育
成
や
地
産
地
消
を

通
じ
た
食
育
を
推
進
し
ま
す
。

・
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
推
進

・
中
小
企
業
の
振
興

・
若
者
の
就
業
支
援

・
優
良
企
業
の
誘
致
促
進

・
不
況
対
策
支
援

・
食
育
を
通
し
た
地
産
地
消
の
推
進

・
定
着
し
た
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

・
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
栽
培
の
推
進
な
ど
、
遊
休
荒
廃
農
地

の
活
用
対
策

 
さ
わ
や
か
さ
を

　
　

暮
ら
し
に
結
ぶ
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
活
環
境
の
整
備
）　

　平成21年度は、第１次東御市総合計画の基本理念「さわやかな風と出会いの元気発信

都市」を実現するため、「小さくともとキラリと光る東御市」、「人口４万人都市」を目

指して、市民病院へ院内助産所を開設するほか、小学校６年生までの医療費無料化や食

育の推進、舞台が丘再開発基本構想策定、財政基盤の安定施策などを最重点として次の

重点施策を展開します。

 
活
力
を
産
業
に
結
ぶ
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　
（
産
業
の
振
興
）

　

地
球
規
模
で
の
自
然
環
境
の
破
壊
が
問
題
化
し
、
環
境

保
全
の
重
要
性
が
高
ま
る
な
か
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に

よ
り
、
地
球
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
快
適
で

安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、
道
路
・
排

水
路
の
整
備
や
治
山
、
治
水
、
防
災
対
策
、
防
犯
・
交
通

安
全
な
ど
災
害
や
有
事
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

・
松
く
い
虫
防
除
対
策
の
推
進

・
特
定
外
来
植
物
等
の
駆
除
対
策

・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
定
着

・
生
ご
み
堆
肥
化
の
検
討

・
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
の
策
定

・
災
害
・
非
常
体
制
時
に
確
実
な
対
応
が
で
き
る
防
災
体

制
の
整
備

・
市
内
幹
線
道
路
網
の
構
想
、
整
備
の
促
進

・
田
中
駅
南
口
地
域
の
あ
り
方
検
討

・
下
水
道
加
入
率
の
向
上

・
上
水
道
の
水
源
計
画
の
策
定

・
浄
化
槽
組
合
統
合
の
推
進



5

とうみ

（２００９年４月）

　

す
べ
て
の
市
民
が
健
や
か
さ
や
安
心
を
実
感
す
る
た
め

に
は
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
連
携
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体
制

の
構
築
が
不
可
欠
で
す
。
食
育
の
推
進
な
ど
、
ま
ち
ぐ
る

み
で
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
病
院

や
、
こ
の
4
月
に
法
人
と
し
て
独
立
し
た
健
康
・
体
力
づ

く
り
の
専
門
機
関
で
あ
る
身
体
教
育
医
学
研
究
所
と
の
連

携
を
図
り
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
乳
幼
児
や
児
童
生
徒

な
ど
す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
健
や
か
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

・
東
御
市
ら
し
さ
と
環
境
に
配
慮
し
た
食
育
の
推
進

・
市
民
病
院
に
院
内
助
産
所
の
開
設

・
医
師
確
保
の
た
め
医
学
生
等
に
奨
学
金
の
貸
付

・
特
定
健
診
受
診
率
の
向
上

・
こ
こ
ろ
の
健
康
、
相
談
体
制
の
充
実

・
身
体
教
育
医
学
研
究
所
の
連
携
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の

推
進

・　

時
間
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
体
制
の
整
備

２４
・
子
育
て
支
援
の
充
実
と
、
施
設
の
整
備

・
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

・
障
が
い
者
の
自
立
支
援
の
推
進

 
健
や
か
さ
・
安
心
を

　
　
　
　
　
  
結
ぶ
ま
ち

　
　
　
　
　
 　
（
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
）　

　

「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
と
言
わ
れ
る
と
お
り
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
教
養
や
資
質
を
高
め
る
こ
と
は
、
明
る

く
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
と
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
た

め
の
教
育
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
全
体
で
将
来

を
担
う
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
を
つ
く
り
、
ま
ち
ぐ
る
み

で
人
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
、生
涯
に
わ
た
り
人
間
形
成

や
生
き
が
い
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
心
豊
か
に
輝
い
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

・
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
力
の
向
上

・
自
校
給
食
に
よ
る
食
育
の
推
進

・
丸
山
晩
霞
記
念
館
、
梅
野
記
念
絵
画
館
の
利
活
用
の
促

進
・
舞
台
が
丘
再
開
発
基
本
構
想
の
中
で
の
図
書
館
建
設
の

検
討

・
指
定
管
理
後
の
文
化
・
体
育
振
興
策
の
検
討

・
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

 
未
来
を
担
う
人
を

　
　
　
　
　
  
結
ぶ
ま
ち

　
　
  　
（
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
）

　

社
会
が
大
き
く
変
ぼ
う
す
る
な
か
で
、
市
民
が
安
心
し

て
快
適
に
暮
ら
せ
る
「
東
御
市
」
を
目
指
す
に
は
、
地
域

の
政
策
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協

働
し
て
政
策
の
立
案
遂
行
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
市
役
所
か
ら
積
極
的
に
情
報
発
信
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
し
、
一
体
と
な
っ
て
活
動

が
で
き
る
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
推
進

・
国
際
姉
妹
都
市
と
の
交
流
や
在
住
外
国
人
に
対
す
る
相

談
事
業
の
充
実

・
行
政
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
る
定
員
適
正
化
の
実
施
と
効
率

的
行
財
政
運
営
の
推
進

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
放
送
開
局
の
検
討
及
び
防
災
情
報

等
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
登
録
者
の
増
加
の
推
進

・
市
民
に
使
い
や
す
い
市
役
所
の
あ
り
方
検
討

・
地
域
単
位
で
の
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り

 
支
え
あ
い
夢
を
結
ぶ
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
 　
（
市
民
と
行
政
の
協
働
）
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目
的
別
で
は
、
民
生
費
が　

億
8
1
9
1

３０

万
円
で
第
1
位
、
土
木
費
が　

億
7
9
4
2

２０

万
円
で
第
2
位
、
公
債
費
が　

億
3
3
3
5

１７

万
円
で
第
3
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
民
生
費

に
は
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
3
億
8
4

2
万
円
を
、
土
木
費
に
は
下
水
道
事
業
会
計

繰
出
金　

億
4
4
万
円
を
、
公
債
費
に
は
市

１６

債
償
還
元
金　

億
8
8
9
4
万
円
を
そ
れ
ぞ

１４

れ
予
算
化
し
ま
し
た
。
第
4
位
は
総
務
費
で
、

以
下
教
育
費
、
衛
生
費
、
商
工
費
、
農
林
水

産
業
費
、
消
防
費
、
議
会
費
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
事
業
と

し
て
は
、
合
併
振
興
基
金
積
立
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
事
業
、
祢
津
・
田
中

小
学
校
施
設
耐
震
化
事
業
、
な
ど
全　

事
業

１３

を
計
画
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
予
算
は
、
歳
入
の

２１

確
保
と
歳
出
の
削
減
を
基
本
と
し
、

財
源
の
重
点
的
配
分
を
通
じ
て
東

御
市
の
間
断
な
き
発
展
を
期
し
た

編
成
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
前

年
度
に
続
い
て
公
的
資
金（
起
債
）

の
繰
り
上
げ
償
還
を
実
施
し
、
将

来
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
財
政
の

健
全
化
に
十
分
配
慮
し
ま
し
た
。

ま
た
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
あ
げ
る
よ
う
、
行
財
政
の
簡

素
・
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
納
得
で
き
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

予
算
額
は
、
一
般
会
計
が
１
２

５
億
７
０
０
万
円
（
対
前
年
度
△

　

億
５
８
０
０
万
円
、
8
・
5
％

１１の
減
）、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
ほ
か
５
つ
の
特
別
会
計
の
合
計

額
が　

億
６
５
６
７
万
円
（
同
△

６１

２
億
３
９
２
７
万
円
、
3
・
7
%

の
減
）、
公
営
企
業
会
計
の
水
道

事
業
会
計
で
９
億
９
７
９
８
万
円

（
同
△
２
億
４
６
８
万
円
、　

・
１７

0
％
の
減
）、
下
水
道
事
業
会
計

で　

億
５
６
７
７
万
円
（
同
△
８

２５
億
２
３
８
７
万
円
、　

・
4
％
の

２４

減
）、
病
院
事
業
会
計
で　

億
５

１６

７
０
８
万
円
（
同
６
５
７
３
万
円
、

4
・
1
％
の
増
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　　

主
な
歳
入
は
市
税
が　

億
1
1
5
2
万
円

４０

で
第
1
位
、
地
方
交
付
税
が　

億
7
7
0
0

３６

万
円
で
第
2
位
、
繰
入
金
が　

億
7
0
7
2

１０

万
円
で
第
3
位
と
な
り
、
市
税
が
昨
年
度
に

引
き
続
き
第
1
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
な
歳
入
と
し
て
は
、
合
併
特
例
債
4

億
1
8
9
0
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、

不
足
す
る
財
源
を
補
う
た
め
、
繰
入
金
の
う

ち
、
財
政
調
整
基
金
7
億
9
9
1
8
万
円
、

減
債
基
金
1
億
円
の
取
り
崩
し
を
予
算
化
し

ま
し
た
。

　

本
年
度
は
世
界
的
な
景
気
後
退
に
伴
う
厳

し
い
財
政
状
況
と
な
り
、
市
税
に
お
い
て
は

減
額
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
地
方
交
付
税
に
つ

い
て
も
多
く
を
望
め
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

（単位　万円）

（単位　万円）

   
予
算
の
概
要

歳　

出

歳　

入
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とうみ

（２００９年４月）

　

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度

１６

２１

ま
で
の
当
初
予
算
の
推
移
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。
合
併
初
年
度
の

　

年
度
予
算
と　

年
度
予
算
を
比

１６

２１

較
し
ま
す
と
、
一
般
会
計
で
は　
15

・
5
％
の
縮
小
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
国
民
健
康
保
険
と
介
護
保
険

の
特
別
会
計
は
年
々
上
昇
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
老
人
保
健
特
別
会

計
は
、　

年
度
か
ら
の
後
期
高
齢

２０

者
医
療
制
度
へ
の
移
行
に
伴
い
大

幅
な
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
小
さ
く
と
も

　
　

キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
づ
く
り
―

 ［歳入］

増　　　　減平成20年度平成21年度
区　　　　分

率 （％）金額 （Ａ－Ｂ）構成比 （％）予算額（Ｂ）構成比 （％）予算額（Ａ）

△5.9△25,35831.2426,51032.1401,152市 税

△7.4△1,6001.621,5001.619,900地 方 譲 与 税

6.71000.11,5000.11,600利 子 割 交 付 金

△33.3△2000.06000.0400配 当 割 交 付 金

△80.0△4000.05000.0100株式等譲渡所得割交付金

△6.7△2,0002.230,0002.228,000地 方 消 費 税 交 付 金

9.11000.11,1000.11,200ゴルフ場利用税交付金

△36.5△3,1000.68,5000.45,400自動車取得税交付金

84.42,7000.23,2000.55,900地 方 特 例 交 付 金

△5.3△20,50028.4388,20029.4367,700地 方 交 付 税

0.000.05500.0550交通安全対策特別交付金

△0.3△862.229,9262.429,840分 担 金 及 び 負 担 金

△4.3△1,1201.926,2012.025,080使 用 料 及 び 手 数 料

2.01,1654.257,1554.758,320国 庫 支 出 金

△7.0△4,4244.763,5954.759,171県 支 出 金

3.11170.33,7350.33,852財 産 収 入

0.000.010.01寄 付 金

△36.7△62,17512.4169,2478.6107,072繰 入 金

0.000.45,0080.45,008繰 越 金

13.03,9322.230,2432.734,175諸 収 入

△3.0△2,9507.399,2307.796,280市 債

△8.5△115,800100.01,366,500100.01,250,700　 合　 計　

増　　　　減平成20年度平成21年度
区　　　　分

率 （％）金額（Ａ－Ｂ）構成比 （％）予算額（Ｂ）構成比 （％）予算額（Ａ）

△13.4△2,0521.115,3121.113,259議 会 費

6.19,93511.9162,77313.8172,708総 務 費

△0.9△2,76522.8310,95624.6308,191民 生 費

1.21,2117.196,9477.998,158衛 生 費

△5.5△2,9203.953,3524.050,431農 林 水 産 業 費

14.27,2733.851,1794.758,453商 工 費

△37.3△123,62124.3331,56316.6207,942土 木 費

△0.6△2503.040,9953.340,746消 防 費

7.78,8768.4115,1919.9124,068教 育 費

△6.2△11,48713.5184,82213.9173,335公 債 費

0.000.04100.0410災 害 復 旧 費

0.000.230,0000.23,000予 備 費

△8.5△115,800100.01,366,500100.01,250,700　 合　 計　

 ［歳出］

（単位：万円）

（単位：万円）

   
当
初
予
算
の
推
移

※
各
表
の
金
額
は
、
万
円
未
満
を
四

捨
五
入
し
て
あ
る
た
め
、
合
計
と

一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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●農林水産業費
　中山間地域等直接支払制度費  ・・・・1億238万円

　巨峰の王国まつり補助金  ・・・・・・・・450万円

※県植樹祭事業費  ・・・・・・・・・・・・300万円

※地域の食掘り起こしプロジェクト委託料  ・ 55万円

●商工費
　中小企業振興資金等預託金  ・・・・・・・・2億円

　温泉施設指定管理料  ・・・・・・・・・ 7,300万円

　新交通システム運行費補助金  ・・・・・ 5,800万円

　融資斡旋保証料  ・・・・・・・・・・・ 2,300万円

　市民夏祭り実行委員会補助金  ・・・・・ 480万円

　火のアートフェスティバル運営補助金  ・ 450万円

※観光ビジョン策定経費  ・・・・・・・・・51万円

●土木費
　下水道事業会計繰出金  ・・・・・・・ 16億44万円

　浦久保・山崎線舗装修繕工事費  ・・・・5,100万円

※海野バイパス設計委託料  ・・・・・・・2,485万円

※公共サイン設置工事費  ・・・・・・・・2,000万円

※西海野公園整備費  ・・・・・・・・・・ 1,060万円

※田中西海野線歩道整備事業  ・・・・・・ 910万円

　道路後退用地整備事業  ・・・・・・・・ 702万円

●消防費
　上田地域広域連合負担金(常備消防分)

　　　　　　　　  ・・・・・・・・・ 2億9,511万円

　小型動力ポンプ・積載車等購入費  ・・・1,620万円

※南部部消防詰所新設工事補助金  ・・・・ 270万円

●教育費
※祢津小学校耐震補強工事費  ・・・・1億5,635万円

　文化会館指定管理料  ・・・・・・・・・6,903万円

※南部公民館新築施設整備補助金  ・・・・2,443万円

※片羽公民館新築施設整備補助金  ・・・・2,314万円

※海野宿旧宮下家改修工事等事業  ・・・・1,200万円

※田中小学校特別教室・管理棟耐震補強工事

　設計委託料  ・・・・・・・・・・・・・・880万円

※分館耐震診断委託料  ・・・・・・・・・・410万円

※小中学校理科教材購入費  ・・・・・・・・350万円

※森の教室体験事業ツリーハウス工事費  ・・158万円

合併特例債の活用事業 （単位：万円）

うち、合併特
例債充当額

総事業費事　　　業　　　名

8,38016,515祢津・田中小学校施設耐震化事業

14,25015,000合 併 振 興 基 金 積 立 金

9,59010,100クリーンセンター大規模改修事業

2,2305,100市道浦久保・山崎線道路改良事業

2,3602,485海 野 バ イ パ ス 道 路 整 備 事 業

7601,620小 型 ポ ン プ 積 載 車 等 整 備 事 業

1,3301,400鞍 掛 地 区 市 道 等 整 備 事 業

890940市道田中西海野線歩道整備事業

710750県営八重原堰地区土地改良事業

420450市道本海野・田沢線歩道整備事業

420450市 道 赤 岩 大 星 線 歩 道 整 備 事 業

380400市 道 北 部 西 原 線 道 路 改 良 事 業

170350消 防 団 本 部 車 整 備 事 業

41,89055,560　 合 計　

増　　　減平成20年度
予算額（Ｂ）

平成21年度
予算額（Ａ）

会　　計　　名
率（％）差引�－�

△2.7△1,84968,61866,769収益的支出

水道事業
会 計

△36.0△18,61951,64833,029資本的支出

△17.0△20,468120,26699,798計

△5.1△6,846134,396127,550収益的支出

下水道事
業 会 計

△37.1△75,541203,668128,128資本的支出

△24.4△82,387338,064255,677計

3.45,265154,028159,293収益的支出

病院事業
会 計

25.61,3085,1086,416資本的支出

4.16,573159,136165,708計

△1.0△3,430357,041353,611収益的支出

公営企業
会計合計

△35.7△92,851260,424167,573資本的支出

△15.6△96,282617,465521,184計

公営企業会計 （単位：万円）

▲参加者の熱気とともに盛り上がる市民まつり
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とうみ

●議会費
　議員報酬、手当等（19人分）  ・・・・・9,938万円

　政務調査費  ・・・・・・・・・・・・・・228万円

●総務費
※新電算システム構築委託料  ・・・・・・5,523万円

※衆議院議員選挙費  ・・・・・・・・・・2,200万円

※舞台が丘再開発基本構想策定経費  ・・・・469万円

※市ホームページ改変委託料  ・・・・・・・410万円

　地域づくり活動補助事業費  ・・・・・・・320万円

　太陽光発電施設導入助成事業  ・・・・・・300万円

※地球温暖化対策事業費  ・・・・・・・・・273万円

※田中・滋野駅前防犯カメラ設置費  ・・・・75万円

●民生費
　介護保険特別会計繰出金  ・・・・・・3億842万円

　保育所運営事業費（市立）  ・・・・・2億7,987万円

　児童手当費  ・・・・・・・・・・・2億5,187万円

　長野県後期高齢者医療広域連合負担金

　　　　　　　　  ・・・・・・・・・2億4,909万円

　国民健康保険特別会計繰出金  ・・・1億8,997万円

　生活保護費  ・・・・・・・・・・・1億3,261万円

　後期高齢者医療特別会計繰出金  ・・・・6,432万円

　児童等福祉医療費 （小学校６年生までの医療費給付）

　　　　　　　　  ・・・・・・・・・・・5,396万円

※和児童クラブ室改修工事費  ・・・・・・・850万円

※児童館学習アドバイザー賃金  ・・・・・・162万円

※高齢者困りごと相談事業費  ・・・・・・・125万円

※人権と暮らしについての意識調査  ・・・・100万円

●衛生費
　上田地域広域連合負担金（ごみ処理）

　　　　　　　  ・・・・・・・・・・2億3,163万円

　　　　　　　　　（うち大規模改修分1億100万円）

　市民病院事業会計繰出金  ・・・・・1億3,696万円

　ごみ分別収集費  ・・・・・・・・・1億1,621万円

　妊婦検診事業費  ・・・・・・・・・・・2,357万円

※食育事業費  ・・・・・・・・・・・・・・629万円

　　　　（うち親子料理コンテスト開催経費100万円）

※医学生等奨学金貸付金  ・・・・・・・・・480万円

※上田市小児初期救急センター共同運営負担金

　　　　　　　　  ・・・・・・・・・・・・112万円

※健康づくり推進事業費（シンポジウム開催）

　　　　　　　  ・・・・・・・・・・・・・16万円

増　　　減平成20年度
予算額（Ｂ）

平成21年度
予算額（Ａ）

会　　計　　名
率（％）差引�－�

△8.5△115,8001,366,5001,250,700一 般 会 計

1.23,800311,200315,000国民健康保険特別会計

△96.5△35,87037,1701,300老 人 保健特別会計

6.01,60026,56028,160後期高齢者医療特別会計

2.55,580221,340226,920介 護 保険特別会計

87.29631,1042,067地域改善地区住宅改修資金等
貸 付 事 業 特 別 会 計

0.0043,12043,120工業地域開発事業特別会計

△3.7△23,927640,494616,567特 別 会 計 合 計

△7.0△139,7272,006,9941,867,267　 総　 額　

一般会計及び特別会計 （単位：万円） 一般会計にみる市民１人あたりの歳出・歳入

　一般会計の歳出を３月１日現在の人口31,976人
で割ると、市民１人あたりでは約39万1,000円とな
ります。　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

平成21年度
款　　　名　　　称

1人あたり予算額

96,382民 生 費

65,031土 木 費

54,208公 債 費

54,012総 務 費

38,800教 育 費

30,697衛 生 費

18,280商 工 費

15,772農 林 水 産 業 費

12,743消 防 費

5,212そ の 他（議会費、災害復旧費など）

391,137　 合　 　 計　

　また、歳入では市税（自主財源）が約１２万5,000
円となります。歳入は他に、地方交付税が約１１万
5,000円、国県支出金が約３万7,000円、市債（借入）
が約３万円などがあります。

▲園児の元気な声が響く運動会

●問い合わせ先　総務課財政係　�64－5805
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定
額
給
付
金
事
業
は
、
景
気
後
退
下
で

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
に
対
処
す
る
た

め
、
家
計
へ
の
緊
急
支
援
と
し
て
実
施
す

る
も
の
で
、
あ
わ
せ
て
、
各
世
帯
に
広
く

給
付
し
、
消
費
を
増
や
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

も
の
で
す
。

　

な
お
、
定
額
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る

た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
書
は

３
月
下
旬
こ
ろ
、
市
か
ら
世
帯
主
の
方
あ

て
に
お
送
り
し
ま
し
た
。 

　

申
請
書
が
届
か
な
い
場
合
や
、
そ
の
他

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
下
記
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 
支
給
基
準
日

　

平
成　

年
2
月
1
日

２１

・
2
月
2
日
以
降
に
市
内
へ
転
入
し
た
場

合
は
従
前
の
住
所
地
か
ら
の
支
給
と
な

り
ま
す
。

・
2
月
2
日
以
降
に
市
外
へ
転
出
し
た
場

合
は
東
御
市
か
ら
支
給
し
ま
す
。

 
支
給
対
象
者

　

基
準
日
現
在
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
で
す
。

・
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

・
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
の
う
ち
一
定
の
人
（
短
期
滞
在
者
及

び
不
法
滞
在
者
等
を
除
き
ま
す
。）

 
支
給
金
額

　

１
人　

1
万
2
0
0
0
円　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
１
人
2
万

円・　

歳
以
下
（
平
成
2
年
2
月
2
日
以
降

１８生
ま
れ
）
の
人

・　

歳
以
上
（
昭
和　

年
2
月
2
日
以
前

６５

１９

生
ま
れ
）
の
人

 
支
給
方
法

　

原
則
と
し
て
、
世
帯
主
名
義
の
金
融
機

関
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
（
世
帯
全
員
の

分
を
世
帯
主
に
一
括
し
て
支
給
し
ま
す
）。

な
お
、
現
金
支
給
は
振
込
口
座
が
無
い
な

ど
特
別
な
場
合
に
限
り
ま
す
。

 
申
請
期
間

　

平
成　

年
4
月
1
日
か
ら
平
成　

年　

２１

２１

１０

月
1
日
ま
で

　

こ
の
期
間
以
外
は
申
請
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
こ
の
期
間
中
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
の
添
付
書
類

◆
世
帯
主
の
本
人
確
認
書
類

　

た
だ
し
、
次
の
（
１
）、（
２
）
の
場
合

は
、
本
人
確
認
書
類
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

 （
1
） 世
帯
主
本
人
の
申
請
で
あ
っ
て
、
振

込
先
口
座
が
世
帯
主
ま
た
は
世
帯
主
以

外
の
世
帯
構
成
者
の
口
座
で
あ
る
場
合

 （
2
） 世
帯
主
以
外
の
申
請
で
あ
っ
て
、
振

込
先
口
座
が
世
帯
主
の
口
座
で
あ
る
場

合

　

（
1
）、（
2
）
以
外
の
場
合
は
、
申
請
者

の
方
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し
を
「
確
認

書
類
貼
付
用
紙
」
に
貼
り
付
け
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
本
人
確
認
書
類
の
種
類
〉

・
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
写
真
付

き
住
民
基
本
台
帳
な
ど
公
的
身
分
証
明

書
・
外
国
人
の
方
は
外
国
人
登
録
証
明
書

◆
口
座
確
認
書
類

　

振
込
先
口
座
の
金
融
機
関
名
、
口
座
番

号
、
口
座
名
義
（
カ
ナ
）
が
わ
か
る
通
帳

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
を
「
確
認

書
類
貼
付
用
紙
」
に
貼
り
付
け
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
市
の
税
金
や
水
道
料
金
等
の
引
き
落
と

し
に
使
用
し
て
い
る
口
座
を
指
定
す
る

場
合
、
通
帳
等
の
写
し
は
不
要
で
す

（
給
付
金
の
申
請
・
受
給
者
と
名
義
が

同
一
の
場
合
に
限
り
ま
す
）。

●
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
企
画
調
整
係

　

�　

－

１
１
１
１

６２

 申請から支給までの流れ

　申請書類送付（郵送）

　３月下旬

　市役所から各世帯へ書類を送付

しました。

　申請受付（郵送又は持参）

　４月１日～

　申請・受給者の方は申請書に必要

事項を記入の上、添付書類※ととも

に郵送又は市役所にお持ちください。

　支給開始（口座振込）

　４月中旬ころ～

　市役所では提出された書類を審

査し、給付決定を行い、指定口座へ

の振り込みにより支給します。
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ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
・
県
（
警
察

含
む
）・
総
務
省
な
ど
公
的
機
関
の
職
員
を

か
た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、
郵

送
物
が
届
い
た
り
し
た
ら
最
寄
り
の
警
察

署
や
市
役
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　 
不
審
な
電
話
の
事
例

◎
市
役
所
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら
、「
定

額
給
付
金
の
給
付
に
必
要
な
の
で
、
家

族
構
成
や
個
人
名
、
口
座
番
号
を
教
え

て
も
ら
い
た
い
」
と
し
て
、
個
人
情
報

の
提
供
を
求
め
る
も
の
。

◎
市
役
所
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら
、「
定

額
給
付
金
の
給
付
の
た
め
の
手
続
き
が

混
み
合
っ
て
い
る
の
で
、
通
帳
を
持
っ

て
Ａ
Ｔ
Ｍ
ま
で
行
き
、
電
話
を
し
て
欲

し
い
」
と
し
て
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の

電
話
番
号
を
伝
え
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
お
び
き

出
そ
う
と
す
る
も
の

 
定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ
お
っ
た
「
振
り
込
め
詐

 
欺
」
や
「
個
人
情
報
の
詐
取
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

ふ
る
さ
と
東
御
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い

　

「
愛
す
る
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
」と

い
う
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い 
想 
い
を
、

お
も

『
ふ
る
さ
と
東
御
応
援
寄
附
金
』
を
通
じ

て
、
市
の
施
策
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

「
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
東
御
市
」

の
た
め
に
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
寄
附
金
活
用
メ
ニ
ュ
ー

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
め
る
環
境
づ
く
り

　

市
民
病
院
へ
院
内
助
産
所
（
バ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
）
を
開
設
し
、
地
域
医
療
向
上
の

た
め
に

さ
わ
や
か
さ
を
暮
ら
し
に
結
ぶ
ま
ち

　

環
境
に
や
さ
し
い
、
便
利
で
安
全
な
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

活
力
を
産
業
に
結
ぶ
ま
ち

　

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
通
じ
、
観
光
を

軸
と
し
て
、
地
域
産
業
の
振
興
の
た
め
に

健
や
か
さ
・
安
心
を
結
ぶ
ま
ち

　

安
心
し
て
耀
い
て
生
き
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

未
来
を
担
う
人
を
結
ぶ
ま
ち

　

地
域
の
歴
史
や
文
化
の
保
全
と
継
承
、

文
化
芸
術
活
動
を
は
ぐ
く
む
た
め
に

支
え
あ
い
夢
を
結
ぶ
ま
ち

　

個
人
の
尊
厳
を
守
り
、
地
域
社
会
に
参

画
で
き
る
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に

市
長
に
お
ま
か
せ

　

各
施
策
に
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
　
　
　

�　

－

５
８
９
３

６４

  
市
議
会
第
１
回
定
例
会

　

平
成　

年
度
各
会
計
予
算
可
決

２１

　

市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
２
月　

日
開

２４

会
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
平
成　

年
度
一
般
会
計
、

２１

特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
の
各
予
算
案

の
ほ
か
、
平
成　

年
度
各
会
計
補
正
予
算

２０

案
、
新
設
条
例
案
２
件
、
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案
５
件
、
廃
止
条
例
案
２
件
、
市

が
設
置
し
た
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
な
ど　

議
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

３９

　

３
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
代
表
質
問
と

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
代
表
質
問
に
は
５

会
派
の
代
表
者
が
市
長
の
施
政
方
針
を
中

心
に
質
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問

は
９
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。　
　

　
　

日
か
ら　

日
に
は
総
務
文
教
、
社
会

１１

１３

福
祉
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
お

い
て
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等
が
慎
重
審
査

さ
れ
ま
し
た
。

　

９
日
、　

日
の
本
会
議
で
市
か
ら
提
案

１９

し
た
議
案
は
す
べ
て
可
決
、
同
意
さ
れ
、

　

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

１９
　

な
お
、
今
定
例
会
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
５
月
発
行
の
市
議
会
だ
よ
り
に
掲

載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
長
施
政
方
針
（
抜
粋
）

　

当
市
は
、
平
成　

年
４
月
の
合
併
か
ら

１６

５
年
目
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
さ
に
、

揺 
籃 
期
か
ら
安
定
成
長
期
へ
と
大
き
く
羽

ら
ん

ば
た
く
時
期
で
あ
り
、
合
併
を
選
択
す
る

に
当
た
っ
て
市
民
の
皆
様
と
確
認
し
約
束

を
し
た
「
合
併
を
し
て
良
か
っ
た
と
思
え

る
ま
ち
」
を
造
り
あ
げ
る
た
め
、
そ
の
基

本
指
針
と
な
る
「
東
御
市
第
１
次
総
合
計

画
」
を
政
策
戦
略
と
し
て
、
ま
た
、
新
年

度
を
ス
タ
ー
ト
年
と
す
る
「
後
期
基
本
計

画
」
を
経
営
戦
略
と
し
て
、
社
会
環
境
の

変
化
と
住
民
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
・
多
様
化

に
機
敏
に
対
応
し
、
厳
し
い
行
財
政
環
境

の
克
服
と
持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
を
確

立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
「
ふ
る

さ
と
東
御
」
の
骨
格
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
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妊
娠
し
た
方
に

 　
　

母
子
手
帳
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す

　

妊
娠
に
気
づ
い
た
ら
、
医
療
機
関
に
受

診
し
妊
娠
届
出
書
を
発
行
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

　

東
御
市
に
住
所
の
あ
る
方
は
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
の
保
健
係
に
妊
娠
届
を
提

出
す
る
と
、「
母
子
健
康
手
帳
と
父
子
手

帳
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

母
子
健
康
手
帳
は
、
妊
娠
、
出
産
、
健

診
や
予
防
接
種
な
ど
育
児
に
関
す
る
す
べ

て
を
記
録
す
る
た
め
の
手
帳
で
す
。
手
帳

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
安
全
な
妊
娠
期
を

過
ご
し
、
お
子
さ
ん
の
６
歳
ま
で
の
成
長

過
程
と
予
防
接
種
の
記
録
を
残
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

妊
娠
・
出
産
等
に
関
す
る
相
談
も
お
受

け
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
母
子
健
康

手
帳
を
発
行
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
母
子
健
康
手
帳
は
、
日
本
語
版

以
外
に
も
、
英
語
・
中
国
語
・
ス
ペ
イ
ン

語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
タ
イ
語
・
タ
ガ
ロ

グ
語
・
ハ
ン
グ
ル
語
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

が
あ
り
ま
す
。

 
妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
公
費
負
担
を

 　
　
　
　
　
　
　

回
ま
で
拡
充
し
ま
す

１４

　

母
子
健
康
手
帳
の
発
行
と
同
時
に
「
妊

婦
一
般
健
康
診
査
受
診
票
」
を
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。

　

妊
婦
一
般
健
康
診
査
は
、
定
期
的
に
妊

婦
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
安
全
な
妊

娠
と
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
は
ぐ
く
む
た
め

に
公
費
で
医
療
費
を
負
担
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
受
診
票
交
付
は
５
回
で
し
た

が
、
家
庭
の
経
済
的
支
援
を
目
的
に
、
平

成　

年
度
か
ら
は　

回
に
拡
充
し
ま
す
。

２１

１４

　

す
で
に
交
付
を
し
て
い
る
妊
婦
さ
ん
に

は
、
５
回
分
の
受
診
票
を
お
渡
し
し
て
い

ま
す
が
、
４
月
か
ら
妊
娠
週
数
に
あ
わ
せ

受
診
票
を
追
加
で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
健
康
保
健
課
保
健

係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
●
問
い
合
わ
せ
先　

　

健
康
保
健
課
保
健
係

　

（
東
御
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

�　

－

８
８
８
２

６４

 
夜
間
の
お
子
さ
ん
の
急
な
発
病
時
に

 
上
田
市
小
児
初
期
救
急
セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
を

　

上
田
市
小
児
初
期
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、

夜
間
に
お
け
る
小
児
の
初
期
救
急
医
療
を

提
供
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成　
１６

年
4
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
上
田
市
と
青
木
村
で
運
営
費
を

負
担
し
、
上
田
市
医
師
会
、
小
県
医
師
会
、

国
立
病
院
機
構
長
野
病
院
、
上
田
薬
剤
師

会
、
信
州
大
学
の
協
力
を
得
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
4
月
か
ら
、
東
御
市

も
共
同
運
営
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

夜
間
、
お
子
さ
ん
が
急
に
発
病
さ
れ
た

時
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

上田市小児初期救急センターの利用案内
場　　所　長野病院の敷地内（上田市緑が丘一丁目27番21号）

開設時間　月曜日から土曜日　午後8時から午後11時まで

　　　　　（日曜、祝日を除く）

医　　師　上田市医師会医師、小県医師会医師、

　　　　　信州大学医学部附属病院医師の当番制

対　　象　15歳以下のお子さん

電話相談　午後7時から午後11時までは、電話による相談も受け付け

ています。�21－2233
そ の 他　より高度な治療が必要な場合には、隣接する国立病院機構

長野病院と連絡を取り合うなど緊密な連携により、受診者

や保護者の皆さんが安心して受診できるよう配慮しています。

※
お
子
さ
ん
の
夜
間
の
急
な
発
病
、

初
期
救
急
に
対
応
す
る
セ
ン
タ
ー

で
す
。
日
中
、
か
か
り
つ
け
医
で

の
受
診
が
可
能
な
一
般
診
療
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

上
田
市
小
児
初
期
救
急
セ
ン
タ
ー

　

�　

－

２
２
３
３

２１
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長
寿
医
療
保
険
料 （
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
） を

    
年
金
天
引
き
で
仮
徴
収
す
る
方
に
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

　

平
成　

年
度
分
の
長
寿
医
療
保
険
料
の
年
金
天
引
き
に
よ
る
仮
徴
収
が
４
月
か
ら

２１

始
ま
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、
４
月
上
旬
に
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（
２
）６
月
か
ら
年
金
天
引
き
が
始
ま
る
方

　

平
成　

年　

月
2
日
か
ら　

月
1
日
の

２０

１０

１２

間
に
東
御
市
の
長
寿
医
療
制
度
の
被
保
険

者
に
な
っ
た
方

（
３
）８
月
か
ら
年
金
天
引
き
が
始
ま
る
方

　

平
成　

年　

月
2
日
か
ら
平
成　

年
2

２０

１２

２１

月
1
日
の
間
に
東
御
市
の
長
寿
医
療
制
度

の
被
保
険
者
に
な
っ
た
方

　

（
２
）、（
３
）
の
方
へ
の
通
知
は
、
年
金

天
引
き
が
始
ま
る
前
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

次
の
方
は
い
ず
れ
の
場
合
も
年
金
天
引

き
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

◆
す
で
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納

付
方
法
変
更
申
出
書
」
を
提
出
し
、
口

座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
た
方
（
申
し

出
の
時
期
に
応
じ
て
年
金
天
引
き
を
中

止
し
ま
す
。）

◆
年
金
受
給
額
が
年
額　

万
円
未
満
の
方

１８

◆
東
御
市
介
護
保
険
料
が
年
金
天
引
き
さ

　

れ
て
い
な
い
方

◆
介
護
保
険
料
と
長
寿
医
療
保
険
料
の
合

計
額
が
介
護
保
険
料
を
天
引
き
し
て
い

る
年
金
額
の
2
分
の
1
を
超
え
る
方

 
仮
徴
収
と
は
？　

　

前
年
の
所
得
が
確
定
す
る
ま
で
の
間
、

前
年
度
の
保
険
料
額
の
算
定
に
基
づ
き
、

仮
に
保
険
料
を
徴
収
す
る
も
の
で
す
。

　

４
月
か
ら
年
金
天
引
き
が
開
始
さ
れ
る

場
合
は
４
月
・
６
月
・
８
月
の
年
金
支
給

月
に
仮
徴
収
を
し
ま
す
。

　 
通
知
が
届
く
方
は
？

（
１
）４
月
か
ら
年
金
天
引
き
が
始
ま
る
方

　

４
月
上
旬
に
年
金
天
引
き
開
始
の
通
知

を
お
送
り
す
る
の
は
次
の
方
で
す
。

 
通
知
が
届
か
な
い
場
合
は
？

　

４
・
６
・
８
月
か
ら
の
年
金
天
引
き
が

始
ま
る
方
に
該
当
せ
ず
、
通
知
が
届
か
な

い
場
合
に
は
、
平
成　

年
度
の
保
険
料
の

２１

一
部
ま
た
は
全
部
を
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
通
知
は
７
月
に
送
付
し
ま
す
。）

 
年
金
天
引
き
で
は
な
く
口
座

 
振
替
で
納
め
た
い
場
合
は
？

　

書
面
に
よ
る
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
年
金
天
引
き
を
中
止
し
、
口

座
振
替
に
よ
る
納
付
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
で
の
お
支
払
い
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、

①
「
保
険
料
納
付
方
法
変
更
申
出
書
」

②
「
口
座
振
替
依
頼
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先：

市
役
所
国
保
年
金
係

　
　
　
　

北
御
牧
総
合
支
所

持
ち
物：

通
帳
・
通
帳
の
お
届
け
印
・

　
　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

※
申
出
書
等
が
必
要
な
方
は
、
問
い
合
わ

せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
お
申
し
出
を
い
た
だ
く
時
期
に
応
じ
て
、

年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
し

ま
す
。
な
お
、
口
座
振
替
の
場
合
で
も
、

お
支
払
い
た
だ
く
保
険
料
の
総
額
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。

※
口
座
振
替
の
場
合
の
社
会
保
険
料
控
除

は
、
実
際
に
支
払
っ
た
方
の
所
得
控
除

に
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
十
分
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

 納め忘れのない口座振替をお勧めします 

　口座振替を希望される方は、次の場所で「口座

振替依頼書」を提出してください。

申込場所：市役所・北御牧総合支所又は市内金融

　　　　　機関

持 ち 物：通帳・通帳のお届け印

※申し込んだ月の翌月末から口座振替となります。

※国保税等を引き落としされていた方も長寿医療

保険料を引き落とす場合には、改めて申し込み

が必要となりますのでご注意ください。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

�　

－

１
１
１
１

６２

　

（
内
線
１
２
３
１
・
１
２
３
２
）

対

象

者

①
２
月
支
給
の
年

金
か
ら
長
寿
医

療
保
険
料
を
天

引
き
さ
れ
た
方

②
平
成　

年
４
月

２０

２
日
〜
平
成　
２０

年　

月
１
日
の

１０
間
に
東
御
市
の

長
寿
医
療
制
度

の
被
保
険
者
に

な
っ
た
方

天
引
き
さ
れ
る
金
額

 （
１
回
分
）　
　
　
　

①
２
月
支
給
の
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
た
額

と
同
額

②
平
成　

年
度
保
険
料

２０

額
（
年
度
途
中
加
入

者
は
１
年
間
加
入
し

て
い
た
も
の
と
み
な

し
た
保
険
料
額
）
の

６
分
の
１
の
金
額

（
端
数
は
処
理
し
ま

す
）
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　東御市行政改革集中プラン

市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民力力力力力力力力力力をををををををををを生生生生生生生生生生かかかかかかかかかか 市民力を生かししししししししししたたたたたたたたたたままままままままままちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりととととととととととしたまちづくりと
健健健健健健健健健健全全全全全全全全全全なななななななななな財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政をををををををををを　　　　      健全な財政をめめめめめめめめめめざざざざざざざざざざししししししししししててててててててててめざして

　自立したまちづくりと、財政の安定化を目指し、「東御市行政改革大綱」と「東御市行政改革実

施計画（集中改革プラン）」により平成１８年度からの５か年計画で改革を進めています。　　

　この計画に基づき、収入の確保、補助金の見直しなど財政の安定化や民間活力の活用など、平成

２０年度に取り組んできました内容をお知らせします。

　

民
間
委
託
の
推
進

　

財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
な
か
、
市

が
行
う
業
務
に
つ
い
て
「
民
間
で
で
き
る

こ
と
は
、
で
き
る
限
り
民
間
に
」
を
基
本

と
し
、
外
部
委
託
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
委

託
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
を
し
て
い

き
ま
す
。

　

公
的
施
設
の
民
間
へ
の
委
託

　

公
共
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

民
間
活
力
の
活
用
の
観
点
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
を
平
成　

年
度
か
ら
導
入
し
て
い

１６

ま
す
。
５
年
間
の
指
定
期
間
満
了
を
前
に

市
議
会
に
お
い
て　

施
設
の
再
指
定
と
、

２４

こ
の
制
度
を
新
た
に
導
入
す
る
市
文
化
会

館
ほ
か
１
施
設
の
指
定
管
理
者
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。（　

ペ
ー
ジ
参
照
）

１６

　

残
り
の
施
設
に
つ
い
て
も
、
今
後
こ
の

制
度
の
適
用
が
可
能
か
検
討
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

病
院
事
業
の

　
　

経
営
健
全
化
の
推
進

　

病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
住
民
へ
の
安

心
の
提
供
を
目
標
に
、
病
院
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
診
療
科
目

の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　

本
年
度
は
専
門
医
師
に
よ
る
婦
人
科
外

来
新
設
に
よ
り
、
地
域
医
療
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

温
泉
施
設
の
見
直
し

　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
報
告
を
参
考
に
、

庁
内
の
検
討
委
員
会
で
４
施
設
（
明
神
館
、

御
牧
乃
湯
、
湯
楽
里
館
、
ゆ
う
ふ
る
ｔ
ａ

ｎ
ａ
ｋ
ａ
）
と
も
存
続
の
方
向
で
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
指
定
管
理
者
と
と
も
に
、

各
施
設
の
更
な
る
利
用
者
増
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　　

土
地
開
発
公
社
の
自
主
的

　
  
経
営
に
向
け
た
取
り
組
み

　

独
自
性
が
最
大
限
発
揮
で
き
る
経
営
体

質
と
す
る
工
夫
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
公

社
独
自
で
造
成
し
た
工
業
団
地
等
に
つ
い

て
は
、
営
業
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
早

期
に
完
売
で
き
る
よ
う
販
売
強
化
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

（
平
成　

年
度
販
売
実
績
、
住
宅
団
地
５

２０

区
画
、
公
社
所
有
地
１
区
画
）

▲指定管理者制度を導入した文化会館

▲新設された婦人科外来

▲来館者が450万人に達した湯楽里館▲眺めの良好なファインヒルズ白樺
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市
民
と
の
協
働
体
制
の
確
立

　

住
民
と
行
政
が
よ
り
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
り
、
お
互
い
の
知
恵
を
出
し
合
う
市

民
協
働
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
地
区
（
小
学
校

区
）
単
位
ご
と
に
「
地
区
組
織
の
あ
り
方

懇
話
会
」
を
開
催
し
、
意
見
を
集
約
し
て

い
き
ま
す
。

　

広
聴
機
能
の
充
実

　

市
民
誰
も
が
等
し
く
市
に
対
し
て
意
見

等
を
述
べ
る
機
会
を
提
供
し
、
提
出
さ
れ

た
意
見
等
を
市
政
に
反
映
す
る
「
私
の
ひ

と
こ
と
」
を
今
後
も
行
っ
て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。

　

収
入
確
保
の
取
り
組
み

　

市
が
所
有
し
て
い
る
土
地
の
う
ち
、
遊

休
資
産
の
売
却
に
つ
い
て
は
、
売
却
可
能

な
物
件
か
ら
順
次
公
売
手
続
き
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
不
要
な
公
用
車
に
つ
い
て

は
入
札
方
式
に
よ
り
売
却
を
し
ま
し
た
。

今
後
公
用
車
は
リ
ー
ス
方
式
で
の
導
入
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

広
告
料
収
入
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
市

役
所
で
使
用
す
る
封
筒
に
広
告
掲
載
す
る

こ
と
と
し
、
在
庫
が
無
く
な
り
次
第
実
施

を
し
て
い
き
ま
す
。

　

補
助
金
等
の
見
直
し

　

補
助
金
の
本
来
の
意
義
、
役
割
、
必
要

性
等
を
再
検
討
し
、
各
担
当
課
か
ら
の
聞

き
取
り
を
行
い
、
団
体
補
助
金
を
中
心
に
、

廃
止　

事
業
、
削
減　

事
業
等
の
見
直
し

１６

１３

を
し
ま
し
た
。
財
政
健
全
化
に
向
け
、
更

に
無
駄
な
歳
出
を
削
減
し
、
今
後
は
事
業

費
補
助
金
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
し
て
い

き
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

総
務
課　

�　

－

１
１
１
１

６２

▲毎年実施の私のひとこと

▲封筒への広告掲載で新たな収入確保

心配ごとや不安に思っていることなどご相談ください

２４時間対応　高齢者の困りごと相談事業が始まります
　高齢者の方々が自宅で安心して暮らせるよう、市内

の介護施設等と連携しながら、生活の中の不安や困り

ごとを解消するため、４月１日から２４時間体制で電話

での相談の受け付けを行います。

対　象　者：市内にお住まいの　

　　　　　　　ひとり暮らし高齢者（６５歳以上）

　　　　　　　高齢者だけの世帯（６５歳以上）

相談の内容：心配ごとや不安に思っていること、介護

のこと、虐待を受けているなど

　地域包括支援センター（東御市総合福祉センター内 

福祉課）では電話のほかに、窓口でも（午前８時３０分

から午後５時３０分まで）高齢者や家族の皆さんからの

相談を受け付けています。心配ごとや不安なことなど

がありましたらお気軽にご相談ください。

　相談料は無料で、相談内容や個人の秘密は必ず守ら

れます。

●問い合わせ先　福祉課高齢者係　�64－8888

まずは
地域包括支援センターへ

�64－5000
　特別養護老人ホーム　ちいさがたの家

　　 �63－6660

　特別養護老人ホーム　フォーレスト

　　　 �64－7200

　特別養護老人ホーム　ケアポートみまき

　 �61－6005

　老人保健施設　ハーモニック東部

　　　 　�61－0008

　ショートステイ　ひだまりの丘 

 �62－1231
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  湯楽里館・文化会館など
公共施設の指定管理者が決定しました

　公共施設の効率的な運営を行うため、湯楽里館や明神館など市が設置した施設の管理運営を平成１６年度から

指定管理者制度により行っています。３月３１日をもって期間が満了した２４施設と、新たにこの制度を導入した

２施設について、４月1日からの指定管理者が決定しましたのでお知らせします。

　なお、各施設の指定期間はいずれも、平成21年4月1日から平成26年3月31日までです。

　今後も引き続き、市民サービスの維持・向上が図れるよう指定管理者とともに施設設置者の市も一層の運営

努力をしていきますので、よろしくお願いします。

更新指定施設
指　定　管　理　者場　　　所施　　　設　　　名番号

部落解放同盟東御市協議会祢津2202番地西宮集会所1

部落解放同盟東御市協議会常田103番地2加沢集会所2

部落解放同盟東御市協議会田中241番地5田中集会所3

海野宿保存会本海野1098番地海野宿歴史民俗資料館4

株式会社信州東御市振興公社布下35番地4東御市温泉コミュニティセンター（御牧乃湯など）5

株式会社信州東御市振興公社八重原1806番地1東御市芸術むら公園（明神館など）6

社会福祉法人みまき福祉会布下37番地東御市デイサービスセンターきたみまき7

社会福祉法人みまき福祉会八重原2418番地12東御市高齢者センターみまき8

ふれあいトロンセンター管理組合御牧原1406番地1東御市ふれあいトロンセンター9

株式会社信州東御市振興公社和3875番地1東御市農業農村活性化施設（湯楽里館など）10

有限会社雷電くるみの里滋野乙4524番地1東御市農林水産物直売食材供給施設（道の駅「雷電くるみの里」）11

部落解放同盟東御市協議会加沢1155番地3加沢地区共同園芸施設12

株式会社信州東御市振興公社田中278番地18東御市温泉健康複合施設（ゆうふるtanaka）13

東御市羽毛田工業団地協議会加沢812番地1東御市羽毛田勤労者会館14

本海野区本海野1222番地1海野宿駐車場15

農事組合法人東御市農産物加工組合祢津1069番地1東御市農産物加工施設（信州味の里とうみ）16

社会福祉法人ちいさがた福祉会祢津351番地1東御市デイサービスセンターちいさがたの家17

社会福祉法人みまき福祉会布下37番地東御市認知症高齢者グループホーム18

田中区田中98番地2田中コミュニティーセンター19

芸術むら区八重原3533番地646ふれあいコミュニティーセンター20

羽毛山区羽毛山336番地1羽毛山コミュニティーセンター21

島川原区島川原80番地3島川原コミュニティーセンター22

畔田区下之城45番地6生きがい交流センター23

御牧原北部区御牧原1404番地1婦人活動促進施設24

指　定　管　理　者場　　　所施　　　設　　　名番号

特定非営利活動法人Js文化フォーラム常田505番地1東御市文化会館1

社会福祉法人みまき福祉会御牧原2749番地東御市高齢者共同住居ふるさと2

新規指定施設

●問い合わせ先　総務課財政係　�64－5805
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（２００９年４月）

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

　

あ
な
た
の
経
験
や
知
恵
･
専
門

的
知
識
な
ど
を
学
校
で
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

―
例
え
ば
こ
ん
な
支
援
―

★
教
科
…
・
国
語
（
読
み
聞
か
せ
、

習
字
な
ど
）・
社
会
（
戦
争
体

験
を
語
る
、
世
界
の
文
化
の
紹

介
な
ど
）・
音
楽
（
和
楽
器
指
導
、

日
本
の
民
謡
な
ど
）・
体
育
（
陸

上
競
技
、
水
泳
な
ど
）

★
登
下
校
時
の
安
全
確
保

★
ク
ラ
ブ
活
動

★
学
校
行
事

★
学
校
環
境
整
備
の
支
援
…
校
庭

の
緑
化
整
備
、
校
舎
の
修
理
、

図
書
室
の
蔵
書
整
備
な
ど

★
学
校
外
教
育
の
支
援　

な
ど

　
●
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
学
校
へ

田
中
小
学
校　

�　

－
０
０
０
１

６２

滋
野
小
学
校　

�　

－

０
４
０
４

６２

祢
津
小
学
校　

�　

－

０
２
５
４

６２

和　

小
学
校　

�　

－

０
２
０
４

６２

北
御
牧
小
学
校
�　

－

２
０
２
９

６７

東
部
中
学
校　

�　

－

０
１
４
５

６２

北
御
牧
中
学
校
�　

－

２
０
１
３

６７

　
訪
問
型
家
庭
支
援
事
業

　

本
年
度
新
た
に
、
文
部
科
学
省

の
委
託
事
業
と
し
て
モ
デ
ル
的
に

実
施
す
る
も
の
で
す
。
田
中
小
学

校
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
を

配
置
し
、
家
庭
か
ら
の
教
育
相
談

や
訪
問
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
教
育
相
談
員
が

　
　
　

お
答
え
し
ま
す

　

子
ど
も
の
教
育
に
関
す
る
、
悩

み
や
相
談
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
教
育

相
談
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

　

相
談
は
市
教
育
委
員
会
事
務
局

で
、
平
日
の
午
前
８
時　

分
か
ら

３０

午
後
３
時　

分
ま
で
お
受
け
し
て

３０

い
ま
す
。

●
教
育
な
ん
で
も
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　

�　

－

３
２
０
０

６４

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
協
力
し
合
い
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

活
動
が
各
地
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

東
御
市
で
も
登
下
校
時
の
「
見
守
り
隊
」、
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
家

庭
教
育
支
援
な
ど
、
市
民
が
か
か
わ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
多
く
の
大
人
た
ち
が
か
か
わ
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
能

力
が
引
き
出
さ
れ
、
大
人
た
ち
も
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

皆
さ
ん
も
こ
れ
ら
の
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

家
庭
の
教
育
力
支
援
事
業

　

市
教
育
委
員
会
が
委
嘱
し
た
子

育
て
経
験
者
・
保
護
者
・
保
育
、

教
育
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
家
庭
の
教
育
力
向
上
を
図
る
委

員
会
」
で
は
、
昨
年
、
家
庭
で
の

よ
り
よ
い
教
育
を
進
め
る
た
め
、

次
の
８
項
目
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
実
践
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

 
あ
い
さ
つ
を
す
る
。

 
お
手
伝
い
を
す
る
。

 
自
分
を
大
切
に
す
る
。

 
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
。

 
読
書
を
す
る
。

 
情
報
を
正
し
く
安
全
に
使
う
。

 
人
や
も
の
、
自
然
に
か
か
わ
る
。

 
何
で
も
相
談
す
る
。

　

今
後
、
同
委
員
会
を
中
心
に
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
で
呼
び
か
け
て
い

き
ま
す
。

　
●
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課
学
校
教
育
係

　

�　
－

５
８
７
９

６４

▲事業成果報告会
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田
中
地
区
で
は
毎
年
「
す
も
う

大
会
」「
千
曲
川
遊
び
」「
わ
い
わ

い
遊
ぼ
う
会
」
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
す
も
う
大
会
は
雨
天
の
た

め
、
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
が
、

低
学
年
か
ら
高
学
年
ま
で
熱
気
あ

ふ
れ
る
取
り
組
み
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
気
迫
に
、
大

人
も
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
勝
っ

て
も
負
け
て
も
最
後
ま
で
頑
張
る

経
験
が
子
ど
も
た
ち
の
心
を
育
て

ま
す
。
今
年
も
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
た
ち
を
応
援
し
ま
す
。

　

祢
津
地
区
で
は
夏
に
「
祢
津
っ

子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、
秋
に
「
ミ

ニ
駅
伝
大
会
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ミ
ニ
駅
伝
大
会
で
は
、
全
長

　

・
5
㎞
、
７
区
間
を
、
女
子
2

１３人
以
上
が
入
っ
た
各
区
の
小
学
生

チ
ー
ム
で
走
り
ま
す
。
坂
道
も
多

く
、
過
酷
な
場
所
も
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
子
も
最
後
ま
で
走
り
、
次
へ

タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
す
。
事
故
の

無
い
よ
う
地
域
の
皆
さ
ん
を
動
員

し
て
見
守
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

児
童
の
雄
姿
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
地
域

の
宝
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か

に
育
つ
よ
う
、
市
内
各
区
、
各
地
区

で
は
、
子
ど
も
会
・
育
成
会
を
と
お

し
た
地
域
ぐ
る
み
の
育
成
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
多
く
の
人
た

ち
と
の
交
流
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心

を
育
て
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
育
成
活
動
が
こ
れ

２１

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

喜
ん
で
参
加
で
き
る
よ
う
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

 
平
成　

年
度
各
地
区
の
活
動
紹
介

20

 
田
中
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会
の
活
動

会
長　

栗
原　

陽
子　

 
滋
野
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会
の
活
動

会
長　

関　
　

勝
人　

　

滋
野
地
区
で
は
「
明
る
く
元
気

な
子
ど
も
を
育
て
よ
う
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
毎
年
「
親
子
ふ
れ
あ
い

遠
足
」「
魚
つ
か
み
大
会
」「
仲
良

し
ス
ポ
ー
ツ
」「
史
跡
め
ぐ
り
」
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
然
を
体

感
し
た
り
、
み
ん
な
と
協
力
し
て

運
動
し
た
り
、
地
域
の
文
化
に
触

れ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動

を
と
お
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
先
生

方
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
、

今
年
も
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
祢
津
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
の
活
動

会
長　

増
田　

勝
仁　

▲すもう大会

▲魚つかみ大会

▲ミニ駅伝大会
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とうみ

 
和
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
の
活
動

会
長　

山
嵜　

義
人　

　

和
地
区
で
は
、
毎
年
「
球
技
大

会
」「
ふ
し
ぎ
発
見
」「
ふ
る
さ
と

学
習
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

球
技
大
会
で
は
、
ド
ッ
チ
ビ
ー
と

い
う
種
目
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
円

盤
型
の
ボ
ー
ル
の
た
め
、
予
測
不

可
能
な
動
き
を
し
、
自
然
と
み
ん

な
が
協
力
で
き
る
楽
し
い
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。「
ふ
る
さ
と
学
習
」で
は
、

地
域
の
方
々
と
子
ど
も
た
ち
が
教

え
た
り
教
え
ら
れ
た
り
、
い
ろ
い

ろ
な
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

 
北
御
牧
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
の
活
動

会
長　

山
浦　

康
紀　

　

北
御
牧
地
区
で
は
「
魚
つ
か
み

ど
り
大
会
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ

ケ
ッ
ト
飛
ば
し
大
会
」
の
ほ
か
、

東
御
清
翔
高
等
学
校
の
上
條
先
生

を
お
招
き
し
て
「
青
少
年
健
全
育

成
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
ど
き
の
青
少
年
の
様
子
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
区
で
も
育

成
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
数
が
減
っ
て
き
て

い
る
か
ら
こ
そ
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
た
ち
を
応
援
し
ま
す
。

 活動中の事故に備えて
「子ども会安全会」への加入を
　子ども会安全会は、子ども会・育成会の活動

中に生じた事故に、通院１日目から見舞金を支

給する全国子ども会連合会の制度です。東御市

では会費を全額補助し、加入を促進しています。

平成21年度の手続きは各区の育成会をとおし

て、既に始まっています。是非ご活用ください。

●加入の手続き
規定の用紙があります。加入にあたり、氏名・

年齢・行事計画を記入していただきます。

●見舞金の対象となるもの　
①育成会活動中、②会場までの通常経路往復途

中、③事前会議・練習中のけが等

　詳細については下記へお問い合わせください。

●生涯学習課青少年係　�64-5885　FAX64-5610

　市民総ぐるみで子どもたちの安心・安全を見守るために、

市内７小中学校の「安心・安全通学路マップ」を作成し、

3月に全戸配布しました。マップには、交通上・防犯上の危

険箇所、子どもを守る安心の家、青少年健全育成協力店な

どが記載されています。各ご家庭の居間など目につくとこ

ろに掲示し、散歩や外出時に心配りをお願いします。一人

ひとりの見守りが子どもたちの安全を守ります。

   安心・安全　通学路マップ
　　　地域で子どもたちの見守りを

▲ふるさと学習でのスライムづくり

▲田楽平の牧草ロールペイント

▲

市
内
小
中
学
校
ご
と
の
通
学
路
マ
ッ
プ
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とうみ

（２００９年４月）

  
新
規
採
用
及
び
退
職
職
員

●
新
規
採
用
職
員
（　

人
）

２３

市
川
千
尋
（
総
務
課
）
小
林
直
樹
（
税

務
課
）
白
倉　

太
（
消
防
防
災
課
）
井

上
裕
貴
（
消
防
防
災
課
）
山
村　

怜

（
消
防
防
災
課
）
小
林
靖
宗
（
総
合
支

所
）
堀　

茜
（
市
民
課
）
羽
柴
佳
祐（
市

民
課
）
滝
澤
京
子
（
子
育
て
支
援
課
）

浅
川
久
美
子
（
子
育
て
支
援
課
）
土
屋

佐
知
子
（
健
康
保
健
課
）
上
原
恵
実

（
健
康
保
健
課
）
大
塚
伸
吾
（
農
林
課
）

白
石
隆
宏（
建
設
課
）
赤
川　

悠
（
上

下
水
道
課
）
竹
花
祐
太
郎
（
上
下
水
道

課
）
長
岡
宏
樹
（
教
育
課
）
佐
藤
一
弥

（
生
涯
学
習
課
）
木
村
宗
昭
（
市
民
病

院
医
師
）
正
村
美
紀
子
（
市
民
病
院
保

健
師
）
山
崎
隆
史
（
市
民
病
院
看
護
師
）

脇
中　

梢
（
市
民
病
院
看
護
師
）
島
田

由
香
（
市
民
病
院
看
護
師
）

●
退
職
者
は　

人
で
す

２０

　

（
カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の
職
名
）

青
木
英
昭
（
総
合
支
所
長
）
荒
木
正

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
次
長
）
竹

内
清
一
郎
（
健
康
保
健
課
長
）
岩
下
房

生（
教
育
課
長
兼
人
権
同
和
政
策
課
長
）

竹
内
宣
嘉
（
生
涯
学
習
課
長
兼
青
少
年

セ
ン
タ
ー
長
）
渡
邉
近
良
（
総
務
課
副

参
事
）大
瀧
隆
夫（
税
務
課
副
参
事
収
納

対
策
セ
ン
タ
ー
長
）
荻
原
政
則
（
消
防

防
災
課
課
長
補
佐
）
花
岡　

満
（
消
防

防
災
課
課
長
補
佐
）
饗
場
美
英
子
（
市

民
病
院
事
務
長
補
佐
）久
保
村
直
子（
子

育
て
支
援
課
園
長
）
小
宮
山
正
幸
（
工

務
課
副
主
幹
）
小
林
俊
由
（
市
民
課
副

主
幹
）
竹
重
礼
子
（
子
育
て
支
援
課
副

主
幹
）
村
瀬
あ
や
子
（
教
育
課
主
査
）

塩
川
典
子
（
業
務
課
主
査
）
柳
沢
啓
子

（
子
育
て
支
援
課
主
査
）栗
林
恵
理（
子

育
て
支
援
課
主
査
）
井
上
詠
利
子
（
総

務
課
主
査
）
白
石
直
子
（
市
民
病
院
看

護
師
）

●
民
生
福
祉
部
の
組
織
変
更

　

従
来
の
民
生
福
祉
部
を
市
民
生
活
部

と
健
康
福
祉
部
の
二
部
体
制
に
し
ま
し

た
。

●
上
下
水
道
局
の
組
織
変
更

　

業
務
課
と
工
務
課
の
二
課
を
統
合
し

上
下
水
道
課
に
し
ま
し
た
。

●
農
政
課
の
課
名
変
更

　

農
林
課
に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

●
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係
の
新
設

　

地
域
包
括
支
援
に
関
わ
る
所
管
事
務

を
福
祉
課
高
齢
者
係
か
ら
分
離
し
、
係

を
新
設
し
ま
し
た
。

●
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
の
統
合

　

文
化
会
館
の
管
理
を
指
定
管
理
者
が

行
う
こ
と
に
伴
い
、
所
管
事
務
を
生
涯

学
習
係
へ
統
合
し
ま
し
た
。

  
組
織
の
一
部
変
更
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誕生日おめでとう！（ 4 月生まれ）

 清  水 　
し みず

 琉 成
りゅう

   くん （島川原）
せい

（１歳、H２０．４．２０生）

　琉成くん、お誕生日おめでとう。

　いっぱい遊んでいっぱい笑っていろん

なことができるようになったね。

　これからも元気にたくましく育ってね。

 佐  山 　　唯   ちゃん（日向が丘）
さ やま ゆい

（２歳、H１９．４．２９生）

　唯ちゃん２歳のお誕生日おめでとう！

　上手におしゃべりできるようになって

パパもママも楽しくてうれしいな！

　東御の地で、すくすく元気に育ってね。

 小 
こ

 林 　克
ばやし

   実
かつ

   くん（新張）
ま

 （３歳、H１８．４．６生）

　春には保育園デビュー�

　たくさんのお友達と仲良くネ�優しく、

たくましく育ってくれることを願ってい

ます。

　Happy Birthday 克実��

 星  野 　 真 優   ちゃん（片羽）
ほし の ま ゆ

 （３歳、H１８．４．９生）

　３歳のお誕生日うれしいね！

　最近はビックリするほど言葉が増えて、

とてもうれしくて幸せで楽しいです。元

気いっぱいでゆっくり大きくなってね。

 工  藤 　 生 翔   くん （曽根）
く どう いく と

（１歳、H２０．４．１０生）

　生ちゃん、お誕生日おめでとう！

　生ちゃんがニコッと笑うとパパもママ

も輝ちゃんもいやされます。沢山食べ、

遊び、元気いっぱい大きくなあれ�

 岩  � 　 碧 萌   ちゃん（田沢）
いわ さき ひ め

（１歳、H２０．４．３０生）

　パパとママのところに生まれてきてく

れて、そしてこの１年無事に健やかに成

長してくれて本当にありがとう。碧萌は

パパとママの宝物です。

 小 
こ

 林 
ばやし

　 想 羽   くん（御牧原南部）
そう わ

 （２歳、H１９．４．３０生）

　想羽２歳オメデト�

　想羽の笑顔でみんながいやされている

よ☆いつまでもその笑顔を大切にして

ねッ�

 上  原 　 美 桜   ちゃん（加沢）
うえ はら み お

 （３歳、H１８．４．８生）

　３歳おめでとう�

　いつの間にか自分のことは何でもでき

て最近は字も覚え始めたから美桜が本を

読み聞かせてくれる日を楽しみにしてい

るよ�

 井  口 　 珠 里   ちゃん（曽根）
い ぐち じゅ り

 （３歳、H１８．４．１４生）

　３歳のお誕生日おめでとう�

　おてんばで泣き虫さんだけど、元気

いっぱい遊んで、いっぱい笑って大きく

なあれ�

 菊  池 　 温 大   くん （乙女平）
きく ち はる と

（１歳、H２０．４．７生）

　はーくん、１歳のお誕生日、オメデト

�たった１年でいろんなことができるよ

うになったね。いたずら大スキ�で人な

つっこいはーくん�これからも元気いっ

ぱいでかっこいい男の子に育ってね。

 川  手 　 結 愛   ちゃん（大川）
かわ て ゆ あ

 （３歳、H１８．４．１５生）

　結愛ちゃん、３歳のお誕生日おめでと

う！弟が生まれてすっかりお姉ちゃんら

しくなったね�お話が上手で歌の大好き

な結愛ちゃん。これからもたくさん聞か

せてね�

 海  藤 　 桜 月   ちゃん（乙女平）
かい とう さ つき

 （３歳、H１８．４．２６生）

　さっちゃん３歳おめでとう�

　元気いっぱいおてんば娘だけど、弟思

いの桜月がパパとママは大好きです。

　これからもよろしくね！
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とうみ

（２００９年４月）

☆募集します!!☆
　　（対象者５月生まれの３歳まで）
　写真 （うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名 （ふ
りがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて

企画課広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは

掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたします

のでご了承ください。　締め切りは、４月１０日 （金） 必着。

 清  水 　 悠 作   くん （西海野）
し みず ゆう さく

（３歳、H１８．４．２９生）

　３歳のお誕生日おめでとう！

　笑顔いっぱい、元気いっぱい、大きく

な～れ☆

④だし汁に、最初にんじんを入れ、次
にほかの材料を入れる。
⑤最後に生揚げを入れ、ほどよく煮て、
みそを溶きながら入れ、一煮立ちさ
せて盛りつける。

野菜たっぷりのみそ汁です

春のシャキシャキみそ汁
�材料（６人分）
アスパラ …………………… ６０ｇ （３本）
キャベツ ………………………… １２０ｇ
たけのこ （水煮） ………………… １２０ｇ

�

（レシピ提供：食生活改善推進協議会）

にんじん …………………………… ６０ｇ
生揚げ …………………………… １８０ｇ
だし汁
　煮干し …………………………… １８ｇ
　水 ……………………………… ９００㏄
みそ …………………………… 大さじ３

�作り方
①煮干しでだしをとる。
②アスパラ、にんじん、たけのこは乱
切りに、キャベツはざく切りにする。

③生揚げは油抜きをして、食べやすい
大きさに切る。

｛

　

カ
タ
ロ
グ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
手
軽
に
商
品
を
購
入
で
き
る

通
信
販
売
は
便
利
な
反
面
、
悪
質
商
法
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

会
社
に
原
因
の
あ
る
ト
ラ
ブ
ル

　

商
品
は
、
届
い
た
そ
の
日
の
う

ち
に
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
注
文
し
た
商
品
で
は
な
い
も
の

が
送
ら
れ
て
き
た
。

・
数
量
が
不
足
し
て
い
る
。

・
注
文
し
て
い
な
い
品
物
ま
で

入
っ
て
い
る
。

・
壊
れ
て
い
た
り
、
キ
ズ
が
あ
る
。

自
分
に
原
因
の
あ
る
ト
ラ
ブ
ル

　

自
分
の
都
合
で
返
品
す
る
場
合

は
送
料
な
ど
が
消
費
者
負
担
と
な

り
ま
す
。

・
注
文
商
品
を
間
違
え
て
い
た
。

・
サ
イ
ズ
を
間
違
え
て
い
た
。

・
イ
メ
ー
ジ
・
デ
ザ
イ
ン
・
色
等

が
思
っ
て
い
た
も
の
と
異
な
る
。

・
二
重
に
注
文
し
て
し
ま
っ
た
等

テ
レ
ビ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
ト
ラ

ブ
ル

　

カ
タ
ロ
グ
や
テ
レ
ビ
の
広
告
映

像
と
実
際
の
使
い
心
地
が
異
な
る

場
合
が
あ
り
、
使
用
済
み
を
理
由

に
返
品
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
の
ト
ラ
ブ
ル

　

情
報
の
提
供
が
不
十
分
で
、
ト

ラ
ブ
ル
の
発
生
を
招
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に

・
カ
タ
ロ
グ
販
売
な
ど
は
、
取
引

案
内
な
ど
を
必
ず
良
く
読
ん
で

か
ら
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

・
冷
静
に
商
品
と
取
引
条
件
を
確

認
し
、
不
明
な
点
は
注
文
前
に

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
通
信
販
売
に
は
信
頼
マ
ー
ク
と

呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
目
安
と
し

て
信
頼
マ
ー
ク
が
あ
る
商
品
を

購
入
の
基
準
に
す
る
こ
と
も
一

つ
の
方
法
で
す
。

・
代
表
者
又
は
責
任
を
有
す
る
担

当
者
の
氏
名
、
社
名
等
、
住
所
、

電
話
番
号
等
を
適
切
な
箇
所
に

明
瞭
に
表
示
し
て
い
る
こ
と
。

　

（「
テ
レ
ビ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」「
通
信

販
売
業
に
お
け
る
電
子
商
取
引

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
参
照
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
で
は
特
に
、
画
面
を
プ
リ

ン
ト
し
ま
し
ょ
う
。

・
返
品
を
す
る
場
合
、
衣
料
品
は

タ
グ
を
取
ら
な
い
よ
う
に
し
、

畳
み
直
し
て
送
り
返
す
こ
と
は

可
能
で
す
。

困
っ
た
時
に
は
、
「
通
販
１
１
０

番
」
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

社
団
法
人
日
本
通
信
販
売
協
会

消
費
者
相
談
室

�
０
３－

5
6
5
1－

1
1
2
2

（
月
〜
金
、　

時
〜　

時

１０

１２

　
　
　
　
　
　
　
　

時
〜　

時
）

１３

１６

　

万
が
一
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
た
り
、
お
困
り
に
な
っ
た
場
合

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
早
め

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

　

�　

－

８
５
１
７

２７

　

市
民
課
生
活
環
境
係 　

　

�　

－

5
8
9
6

６４

  
悪
質
商
法
か
ら
お
財
布
を
守
ろ
う

  
通
信
販
売
に
つ
い
て

社団法人日本通信販売協会会員

日本通販協会の正会

員のみに表示が認め

られているマーク
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家
族
の
一
員
と
し
て

　
　

（
二
分
の
一
成
人
式
よ
り
）

　
　
　
　

滋
野
小
学
校
四
年

　
 
市  
川 　
 
祐 
貴
   
　

い
ち 
か
わ 

ゆ
う 

き

　

「
市
川
祐
貴
」こ
の
名
前
は
お
父

さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
つ
け
て
く
れ

ま
し
た
。
ぼ
く
の
名
前
は
、
日
本

中
さ
が
し
て
も
一
つ
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
ん
な
き
ち
ょ
う
な
名
を

つ
け
て
く
れ
た
家
族
の
み
ん
な
に
、

感
し
ゃ
の
言
葉
を
伝
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
は
家
事
を
し
て
く
れ

て
、
い
つ
も
い
そ
が
し
そ
う
で
す
。

お
ま
け
に
仕
事
も
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
お
父
さ
ん
は
仕
事
へ
行
っ

て
家
族
を
さ
さ
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
農
業
の
仕
事
も
た
い
へ
ん

そ
う
で
す
。
い
つ
も
休
む
ひ
ま
も

な
い
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
に
休

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
早
く
大
き

く
な
っ
て
、
仕
事
を
し
て
お
母
さ

ん
と
お
父
さ
ん
を
喜
ば
せ
た
い
で

す
。

　 
私
の
志
し
て
い
く
も
の

　
　
　
　

東
部
中
学
校
二
年

　
　
 
飯  
嶋 　
 
彩 
水
   
　

い
い 
じ
ま 

あ
や 

み

　

私
は
今
、
十
四
歳
で
す
。
十
四

歳
と
は
立
志
の
歳
と
い
い
、
自
分

の
志
を
胸
に
刻
み
、
自
立
す
る
歳

で
す
。
私
は
十
四
歳
の
今
、
ど
ん

な
こ
と
を
目
標
に
し
て
大
切
に
し

て
生
き
て
い
き
た
い
か
を
考
え
ま

し
た
。
主
に
二
つ
で
す
。

　

一
つ
目
は
、「
強
い
精
神
を
築

く
」
で
す
。
最
近
、
人
の
意
見
に

流
さ
れ
、
自
分
を
貫
き
通
す
こ
と

が
で
き
ず
、
結
局
自
分
の
意
思
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
時

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
苦
し
い

こ
と
や
苦
手
な
こ
と
、
つ
ら
い
こ

と
か
ら
逃
げ
、
楽
を
し
よ
う
と
考

え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、

こ
れ
で
は
何
の
役
に
も
立
ち
ま
せ

ん
。
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
た
ら

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
自
分
の
意
見

を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
は

弱
い
心
を
捨
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
白
・
黒
は
っ
き
り

つ
け
る
」
で
す
。
今
や
る
べ
き
こ

と
、
正
し
い
と
思
っ
た
こ
と
、
今

や
ら
な
く
て
も
い
い
こ
と
、
や
っ

て
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
こ
と
、

こ
れ
ら
を
区
別
し
、
行
動
す
る
こ

と
で
す
。
最
近
の
私
は
何
も
か
も

が
た
る
み
、
大
切
な
こ
と
が
ほ
と

　

北
御
牧
地
区
は
、
豊
か
な
実
り

の
宝
庫
で
あ
る
、
二
つ
の
台
地
か

ら
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
央

保
育
園
は
、
鹿
曲
川
の
河
岸
段
丘

に
あ
る
た
め
、
坂
道
が
多
く
、
園

外
保
育
に
出
掛
け
て
、
お
弁
当
を

広
げ
た
り
、
走
り
回
っ
た
り
で
き

る
場
所
が
少
な
く
、
日
当
た
り
の

良
い
東
・
西
の
台
地
を
う
ら
や
ま

し
く
見
上
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
唯
一
子
ど
も
た

ち
が
大
好
き
な
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
ふ
れ
あ
い
体
育
館
の

前
を
抜
け
、
味
の
研
究
会
の
お
い

し
い
匂
い
に
誘
わ
れ
な
が
ら
空
き

地
を
東
の
奥
ま
で
進
む
と
、
土
手

の
上
か
ら
「
新
幹
線
」
が
見
え
る

場
所
で
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
の
切
れ
間
、
ほ
ん
の

数
百
メ
ー
ト
ル
程
の
区
間
な
の
で

す
が
、
新
幹
線
が
近
づ
く
と
ト
ン

ネ
ル
か
ら
「
ゴ
ー
ッ
」
と
い
う
音

が
響
い
て
き
て
、
そ
の
音
が
次
第

に
大
き
く
な
っ
て
く
る
と
、
そ
の

一
瞬
の
感
動
の
た
め
に
、
子
ど
も

た
ち
は
耳
を
澄
ま
せ
、
息
を
殺
し

て
待
つ
の
で
す
。
「
ア
ッ
」
と
言

う
間
の
出
来
事
な
の
で
す
が
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
ろ

と
き
め
く
瞬
間
な
の
で
す
。

　

も
し
、
新
幹
線
に
乗
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
上
田
駅
か
ら
佐

久
平
駅
の
中
間
あ
た
り
、
右
側
の

土
手
の
上
か
ら
手
を
振
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
に
、
車
窓
か
ら
こ
た
え

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

▲しんかんせん、はやいね

▲こっちからもきたよ。ワーイ！

　 
四
年
生
の
ま
と
め

　
　
　
　

滋
野
小
学
校
四
年

　
 
佐  
藤 　
 
実 
裕
   
　

さ 

と
う 

み 

ゆ
う

　

わ
た
し
た
ち
四
年
生
は
、
二
分

の
一
成
人
式
を
行
い
、
両
親
に
感

謝
の
作
文
を
読
ん
で
あ
げ
ま
し
た
。

生
ま
れ
て
か
ら
十
年
間
、
さ
さ
え

て
く
れ
た
の
は
両
親
な
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
で
は
今
ま
で
の
こ
と
を

カ
ル
タ
に
表
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス

が
え
が
あ
り
、
五
年
生
に
な
る
と

新
し
い
友
だ
ち
と
が
ん
ば
っ
て
い

き
ま
す
。
四
年
二
組
イ
ロ
ハ
か
る

た　

「
わ
」　

わ
す
れ
な
い　

二
組

で
す
ご
し
た　

二
年
間

ん
ど
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
効

率
よ
く
作
業
が
行
え
な
い
ば
か
り

か
、
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
、
良
い

事
、
悪
い
事
の
判
断
が
し
っ
か
り

で
き
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
も
や
る
べ

き
こ
と
が
お
の
ず
と
見
え
て
き
て
、

自
ら
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　

今
は
こ
れ
ら
の
二
つ
だ
け
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
欠
点
は

た
く
さ
ん
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
欠
点
を
見
つ
け
て
、
そ
れ

を
直
す
よ
う
に
心
掛
け
る
こ
と
と
、

今
あ
る
こ
の
二
つ
の
目
標
を
心
に

留
め
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（２００９年４月）
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■
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

退
職
、
転
出

 
田
中
小
学
校 

北
川
和
夫
（
退
職
）
増
田
清
（
日
野
小
）
久

保
田
哲
男
（
塩
川
小
）
成
澤
竹
美
（
神
科
小
）

 
滋
野
小
学
校 

佐
藤
直
人
（
退
職
）
島
田
祐
二
（
城
山
小
）

 
祢
津
小
学
校 

両
角
孝
一
（
北
山
小
）
高
田
憲
和
（
上
田
養

護
）
藤
岡
さ
よ
子
（
豊
殿
小
）

 
和
小
学
校 

菅
沼
久
美
子
（
中
塩
田
小
）
酒
井
弘
幸
（
北

山
小
）
熊
谷
佳
代
子
（
旭
町
中
）
鎌
�
み
つ

子
（
更
埴
西
中
）
島
田
均
（
神
科
小
）
北
島

弓
（
永
明
小
）
橋
詰
佳
代
子
（
神
科
小
）

 
北
御
牧
小 

松
澤
功
（
綿
内
小
）
浦
野
伸
一
（
神
科
小
）

　

茨
木
正
浩（
西
内
小
）石
井
優
子（
丸
子
中
）

 
東
部
中
学
校 

宮
崎
重
信
（
退
職
）
桜
井
義
邦
（
上
田
第
六

中
）
宮
�
茂
（
稲
荷
山
養
護
）
工
藤
京
子

（
上
田
第
五
中
）
金
井
弘
（
丸
子
中
）　

武

井
美
智
子
（
丸
子
北
中
）　

 
北
御
牧
中 

池
田
隆
（
落
合
小
）
龍
野
賢
一
（
武
石
小
）

原
田
由
香
利（
野
沢
中
）笠
原
孝
志（
青
木
中
）

■
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

転
入
、
新
規
採
用

 
田
中
小
学
校 

原
英
正
（
坂
の
上
小
）
野
口
ゆ
か
り
（
水
明

小
）
山
浦
光
雄
（
小
井
川
小
）
森
隆
則
（
神

川
小
）
上
村
実
千
代
（
中
塩
田
小
）

 
滋
野
小
学
校 

宮
澤
武
弘（
中
込
小
）
平
林
徹（
追
手
町
小
）

 
祢
津
小
学
校 

曽
根
原
正
樹
（
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
）

福
井
友
江
（
神
科
小
）

 
和
小
学
校 

関
口
展
宏
（
中
込
小
）
伊
藤
和
明
（
神
川
小
）

市
村
昌
平
（
菅
平
小
）
塩
原
香
緒
里
（
新
規
）

柳
澤
匡
（
新
規
）
寺
島
時
子
（
上
田
北
小
）

曲
尾
達
子
（
中
塩
田
小
）
三
石
豊
（
佐
久
市

東
小
）
関
き
よ
子（
田
中
小
）

 
北
御
牧
小 

別
府
礼
子
（
西
内
小
）
相
川
由
美
（
臼
田
小
）

村
松
祐
次（
小
諸
東
中
）滝
澤
美
里（
小
谷
中
）

 
東
部
中
学
校 

滝
澤
宏
行（
芋
井
中
）
佐
藤
満
美
子（
上
田
第

五
中
）
大
工
原
智
之
（
更
埴
西
中
）
坂
口
み

な
子（
丸
子
中
）
坂
巻
主
太（
茨
城
大
）
丸
山

義
明
（
新
規
）
花
岡
美
和
子
（
新
規
）
島
川

典
子
（
上
田
第
一
中
）
宮
下
雅
彦
（
坂
城
中
）

近
藤
昌
徳
（
更
北
中
）
中
島
賢
生（
上
田
第

六
中
）
原
田
佐
栄
子（
丸
子
中
央
小
）

 
北
御
牧
中 

清
水
ま
す
み
（
軽
井
沢
中
）
中
沢
徹
（
更
埴

西
中
）
竹
田
靖
（
小
諸
養
護
）
笠
井
淳
（
上

田
第
四
中
）

　

退
職
、
転
出
、
転
入
、
新
規
採
用
の
先
生
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

市
内
小
中
学
校
の
先
生
の
人
事
異
動
紹
介

　

３
月　

日
に
中
学
校
で
、　

日
に
は
小
学
校
で
卒
業
証

１７

１８

書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
涙
と
笑
顔
、
少
し
の
不
安

と
大
き
な
希
望
。
仲
間
と
過
ご
し
た
思
い
出
の
校
舎
を
あ

と
に
す
る
児
童
生
徒
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

▲田中小学校

▲祢津小学校 ▲和小学校

▲滋野小学校

▲北御牧小学校 ▲東部中学校 ▲北御牧中学校

　

祝　

小
中
学
校
卒
業
式

（２００９年４月）
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◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
待
っ
て
る　

―
橘
屋
草
子
―

…
…
あ
さ
の　

あ
つ
こ
・
著

�
ポ
ト
ス
ラ
イ
ム
の
舟
-

…
…
津
村　

記
久
子
・
著

�
英
雄
の
書　

上
・
下

…
…
宮
部　

み
ゆ
き
・
著

�
P
T
A
の
あ
い
さ
つ
・

　
　
　

司
会
進
行
・
文
書
の
事
典

…
…
P
T
A
マ
ナ
ー
研
究
会
・
著

�
井
原
豊
の
無
農
薬
・
旬
の
野
菜
づ
く
り

新
装
版

…
…
…
井
原　
　

豊
・
監

◆
児
童
書

� 
さ
か
さ
の
こ
も
り
く
ん
と
も
り
も
り

　

…
…
あ
き
や
ま　

た
だ
し
・
絵

�
バ
バ
ー
ル
と
お
ち
び
の
イ
ザ
ベ
ル

…
ロ
ラ
ン
・
ド
・
ブ
リ
ュ
ノ
フ
・
絵

�
デ
モ
ナ
ー
タ　

８
幕　

狼
島

…
D
a
r
r
e
n　

S
h
a
n
・
作

�
お
つ
き
さ
ま
の
や
く
そ
く

…
い
と
う　

ひ
ろ
し
・
作

�
ぼ
ん
ぼ
ら
み
ん
…
…
藤
川　

智
子
・
絵

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

か
の
う
子
ど
も
文
庫
に
よ
る

４
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

�
日
時　

４
月　

日 （
土
）

１８

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容

　

影
絵　
　
　

「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」

　

大
型
絵
本　

「
え
ら
い
え
ら
い
」

　
　
　
　
　
　

「
チ
リ
ン
の
す
ず
」

　
　
　
　
　
　

「
と
も
だ
ち
や
」

　

工
作　

清
水
さ
と
み
せ
ん
せ
い
に
よ
る　

　
　
　
　
　
　

「
お
り
が
み
教
室
」

４
月　

日 （
金
） は
、お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す

１０

�
時
間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

  
図
書
館
発

    
オ
ス
ス
メ
の
一
冊

図
書
館
だ
よ
り

４
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク 

　

　

【
動
物
】

　

春
で
す
。
色
々
な
植
物
が
芽
を
出
し

ま
す
。
動
物
た
ち
も
う
れ
し
そ
う
！

�
は
ら
ぺ
こ
ヘ
ビ
く
ん

　
　

み
や
に
し
た
つ
や：

作
・
絵

ポ
プ
ラ
社

�
く
ま
く
ん
お
き
て
！

リ
ン
リ
ー
・
ド
ッ
ド：

文
・
絵

広
木
貴
美
子：
訳

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

�
ゴ
リ
オ
と
ヒ
メ
ち
ゃ
ん

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン：

作

久
山　

太
市：

訳

　

評
論
社

　

ゴ
リ
オ
は
動
物
園
で
、
何
不
自
由
な
く

暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
本
当
は
さ

び
し
か
っ
た
の
で
す
。
友
だ
ち
が
い
な
く

て
。
そ
こ
で
、
世
話
係
の
人
が
連
れ
て
き

た
の
は
、
と
っ
て
も
か
わ
い
い
コ
ネ
コ
の

ヒ
メ
ち
ゃ
ん
で
し
た
。
な
か
よ
し
に
な
れ

る
か
な
？

�
は
る
じ
ゃ
の　

ば
け
つ

白
土
あ
つ
こ：

作
・
絵

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

　

桜
の
花
び
ら
を
ば
け
つ
に
集
め
て
い
た

た
っ
く
ん
。
そ
こ
へ
、
た
ぬ
き
が
や
っ
て

き
て
言
い
ま
し
た
。「
そ
の
ば
け
つ
に
め

だ
か
を
入
れ
よ
う
よ
」
た
っ
く
ん
は
い
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
が
…
。

　

春
は
、
卒
業
・
入
学
・
就
職
・
転

勤
・
退
職
な
ど
で
新
し
い
生
活
が
始

ま
る
季
節
で
す
。

　

転
入
や
転
勤
な
ど
に
よ
り
新
た
に

市
立
図
書
館
を
利
用
す
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
利
用
に
あ
た
り
利
用

者
カ
ー
ド
を
お
作
り
し
ま
す
の
で
、

カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
込
書
に
記
入
し
て
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が
確
認
で

き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・
保
険
証
・

学
生
証
等
）
と
一
緒
に
お
出
し
く
だ

さ
い
。
カ
ー
ド
の
発
行
は
無
料
で
す

が
、
紛
失
な
ど
で
再
発
行
す
る
場
合

の
み
実
費
と
し
て
３
０
０
円
か
か
り

ま
す
。

　

ま
た
、
既
に
利
用
者
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
等
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

カ
ウ
ン
タ
ー
で
変
更
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
利
用
者
カ
ー
ド
が
不

用
に
な
っ
た
場
合
も
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　

利
用
者
カ
ー
ド
は
上
田
地
域
図
書

館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
通
称
エ

コ
ー
ル
、
上
田
市
・
東
御
市
・
長
和

町
・
坂
城
町
・
青
木
村
の
五
市
町
村

の
公
立
図
書
館
で
構
成
）
共
通
の

カ
ー
ド
に
な
っ
て
い
て
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
内
の
ど
こ
の
図
書
館
で
も
本

を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

4月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

4321

1110987�5

1817161514�12

25�232221�19

30�28�26

◆　
　

◆　
　

◆　
　

◆

（２００９年４月）
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ペ
ッ
ト
は
家
族
と
同
様
に
か
け
が
え
の

な
い
存
在
で
す
。
し
か
し
、
ペ
ッ
ト
が
原

因
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
と
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

は
、
周
り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

気
配
り
が
必
要
で
す
。

 
犬
を
飼
う
場
合

　

飼
い
犬
は
、
必
ず
登
録
を
し
て
、
生
後

　

日
以
上
の
す
べ
て
の
飼
い
犬
に
は
１
年

９１に
１
度
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
世
界
中
で
狂
犬
病
に
よ
り

年
間
5
万
〜
6
万
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
飼
い
犬
に
は
首
輪
と
鎖
（
引
き

綱
）
を
し
、
散
歩
を
す
る
と
き
に
は
飼
い

主
が
必
ず
ふ
ん
の
後
始
末
を
し
て
く
だ
さ

い
。
玄
関
先
や
庭
先
な
ど
に
排
せ
つ
を
さ

れ
て
、
困
っ
て
い
る
お
宅
が
あ
り
ま
す
。

飼
い
主
の
最
低
限
の
マ
ナ
ー
と
し
て
、
飼

い
犬
の
ふ
ん
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

 
犬
の
し
つ
け
方
教
室
を

　
　
　
　

開
催
し
て
い
ま
す

　

犬
は
無
駄
吠
え
を
す
る
動
物
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
飼
い
主
は
き
ち
ん
と
し
た

飼
育
、
管
理
を
し
、
ペ
ッ
ト
と
の
つ
き
あ

い
方
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

長
野
県
動
物
愛
護
会
上
小
支
部
で
は
春

と
秋
の
年
２
回
、「
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
へ
の

ご
参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 
飼
い
犬
の
首
輪
な
ど
に
鑑
札
、

 
注
射
済
票
を
必
ず
つ
け
て
く
だ
さ
い

　

迷
い
犬
の
飼
い
主
を
早
く
見
つ
け
る
た

め
、
飼
い
主
の
連
絡
先
や
迷
子
札
の
代
わ

り
に
な
る
狂
犬
病
予
防
の
注
射
済
票
を
必

ず
犬
の
首
輪
に
着
け
て
く
だ
さ
い
。

★
犬
の
登
録
や
死
亡
し
た
時
、
自
宅
か
ら

い
な
く
な
っ
た
時
な
ど
は
市
民
課
生
活

環
境
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 
猫
を
飼
う
場
合

　

飼
い
猫
は
、
な
る
べ
く
家
の
中
で
飼
う

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
室
内
で
安
心
で

き
る
空
間
が
あ
れ
ば
、
外
に
出
な
く
て
も

ス
ト
レ
ス
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

猫
を
外
へ
出
す
場
合
は
、
野
良
猫
と
区

別
で
き
る
よ
う
に
首
輪
な
ど
を
着
け
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
飼
い
猫
の
排
せ
つ
物
の
異
臭
や

庭
、
畑
荒
し
な
ど
周
辺
住
民
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
き
ち
ん
と
管
理
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

野
良
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
飼

い
猫
で
あ
れ
ば
去
勢
手
術
や
避
妊
手
術
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

野
良
猫
に
は
え
さ
を
与
え
な
い
で
く
だ

さ
い
。
野
良
猫
に
え
さ
を
与
え
る
と
居
つ

い
て
し
ま
い
、
繁
殖
し
ま
す
。

 
本
年
度
も
犬
猫
の
繁
殖
制
限

（
バ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
） の

 
助
成
を
し
ま
す

　

長
野
県
で
は
、
不
幸
な
子
犬
や
子
猫
の

出
生
や
捨
て
犬
、
捨
て
猫
を
な
く
す
た
め
、

繁
殖
制
限
（
バ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
に

対
し
助
成
を
し
て
い
ま
す
。
6
月
1
日
か

ら
6
月　

日
ま
で
に
手
術
を
実
施
し
た
方

３０

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
繁
殖
制
限
事
業
協
力
動
物
病

院
又
は
動
物
愛
護
会
事
務
局
、
市
役
所
生

活
環
境
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

繁
殖
制
限
事
業
協
力
動
物
病
院
（
市
内
）

・
ア
ス
ギ
ャ
ー
ド
動
物
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�　

－

３
１
３
１

６７

・
あ
ら
き
動
物
病
院　

�　

－

５
０
５
３

６３

・
土
屋
動
物
病
院　
　

�　

－

１
２
９
５

６２

　

市
外
（
上
小
地
域
）
の
動
物
病
院
に
つ

い
て
は
、
生
活
環
境
係
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 
危
険
な
動
物
を
飼
育
す
る
方
へ

　

ワ
ニ
、
タ
カ
、
マ
ム
シ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル

な
ど
人
に
危
害
を
加
え
る
お
そ
れ
の
あ
る

動
物
の
飼
育
に
は
許
可
が
必
要
で
す
の
で
、

上
田
保
健
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 
ペ
ッ
ト
も
家
族
の
一
員

 
責
任
を
も
っ
て
最
後
ま
で

 　
　
　
  
飼
い
続
け
ま
し
ょ
う 

　

誰
か
が
拾
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
か
、

自
然
の
中
で
生
き
て
い
け
る
だ
ろ
う
な
ど

安
易
な
気
持
ち
で
ペ
ッ
ト
を
捨
て
な
い
で

く
だ
さ
い
。
捨
て
ら
れ
た
動
物
は
交
通
事

故
に
遭
っ
た
り
悲
惨
な
死
を
迎
え
る
か
、

繁
殖
し
て
他
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
し
て

自
然
の
生
態
系
を
乱
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

飼
い
始
め
た
ら
そ
の
動
物
の
終
生
に
責
任

を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
問
い
合
わ
せ
先

　

上
田
保
健
所
内　

　

長
野
県
動
物
愛
護
会
上
小
支
部

　

�　

－

７
１
５
３

２５

　

市
民
課
生
活
環
境
係

　

�　

－

５
８
９
６

６４
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こ
 
こ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

　
　
　

保
健
師
で
す

 
自
覚
症
状
も
な
く
、
ひ
そ
か
に
進
む

 
腎
臓
病
を
み
つ
け
る
の
は
健
診
で
す
！

　
　
　
　
    
〜
健
診
未
受
診
、
本
当
に
大
丈
夫
？
〜

 相  馬  和  歌  子  保健師
そう ま わ か こ

　

平
成　

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

２１

健
診
の
申
し
込
み
は
さ
れ
ま
し
た
か
？

　

市
で
は
、
健
診
結
果
か
ら
腎
機
能
障
害

が
予
防
で
き
る
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
生
活
習
慣
病
か
ら
腎
不
全
と
な
り

人
工
透
析
を
受
け
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
健
康
の
判
断
を
何
で
し
て
い

ま
す
か
？
自
覚
症
状
や
見
た
目
だ
け
で
は

わ
か
ら
な
い
、
か
ら
だ
の
な
か
で
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
、
年
に
1
度
は
健
診
を
受
け

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（２００９年４月）

 
保
育
所
の
在
り
方
検
討
懇
話
会
が
報
告
書
提
出

　
 　
   　

適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
よ
り
保
育
園
の
改
築
を

　

２
月　

日
、
東
御
市
保
育
所
の
在
り
方

２７

検
討
懇
話
会
（
阿
部
貴
代
枝
会
長
）
が
、

保
育
園
の
施
設
整
備
の
充
実
や
効
率
的
な

組
織
運
営
に
つ
い
て
ま
と
め
た
報
告
書
を

花
岡
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

報
告
書
で
は
、
少
子
化
が
進
む
中
、
保

育
園
の
統
廃
合
を
含
め
た
適
正
規
模
・
適

正
配
置
に
よ
り
保
育
園
の
改
築
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
し
、
そ
の
際
は
、
地

域
住
民
や
保
護
者
な
ど
の
合
意
を
得
な
が

ら
慎
重
に
進
め
る
こ
と
。
合
併
特
例
債
を

有
効
活
用
し
、
平
成　

年
度
ま
で
に
３
か

２６

所
程
度
の
施
設
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る

な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
報
告
を
受
け
市
で
は
、
子
育
て

に
適
し
た
環
境
の
整
備
や
保
護
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
な
ど
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　

子
育
て
支
援
課
保
育
係

　
　
　
　
　
　

�　

－

５
９
０
３

６４

　

東
御
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　

新
委
員　

人
が
推
進
役
に

１０

　

少
子
高
齢
社
会
の
進
む
中
で
、
価
値
観

の
多
様
化
、
家
族
形
態
の
多
様
化
な
ど
社

会
環
境
も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
男

性
も
女
性
も
お
互
い
に
平
等
な
立
場
で
協

力
し
あ
い
、
共
に
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
東
御
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

推
進
委
員
会
で
は
住
民
の
皆
さ
ん
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
活
動
計
画
等

を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
１
月　

日
、

１６

新
た
に　

人
の
方
を
推
進
委
員
に
委
嘱
し

１０

ま
し
た
。
今
後
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
推
進
役
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

会　

長　

川　

上　

貞　

子
（
祢
津
）

副
会
長　

浅　

倉　

邦　

彦
（
滋
野
）

　
　
　
　

清　

水　

千　

枝
（
田
中
）

　
　
　
　

阿　

部　

貴
代
枝
（
田
中
）

　
　
　
　

中　

澤　

小
百
合
（
滋
野
）

　
　
　
　

持　

田　
　
　

厚
（
祢
津
）

　
　
　
　

奥　

村　
　
　

直
（
和
）

　
　
　
　

竹　

内　

爾
恵
子
（
和
）

　
　
　
　

小　

山　

美
智
子 
（
北
御
牧
）

　
　
　
　

荻　

原　

輝　

久 
（
北
御
牧
）

　
　
　
　
　

（　

）
内
は
担
当
地
区
で
す
。

　
　
　
　
　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　

生
涯
学
習
課
男
女
共
生
係

　
　
　
　
　
　

�　

－

5
9
0
6

６４
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今
年
の
２
月
５
日
の
朝
日
新
聞

は
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の

多
磨
全
生
園
に
隣
接
し
て
い
る
、

「
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
」
の

展
示
や
説
明
文
に
つ
い
て
、「
国
の

責
任　

表
現
後
退
」
と
い
う
見
出

し
を
付
け
、
次
の
よ
う
な
記
事
を

載
せ
て
い
ま
し
た
。

　

国
に
よ
る
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の

隔
離
政
策
へ
の
反
省
か
ら
開
設
さ

れ
た「
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
」

（
東
京
都
東
村
山
市
）
で
、
国
か

ら
運
営
を
委
託
さ
れ
た
社
会
福
祉

法
人
が
元
患
者
か
ら
「
展
示
や
説

明
を
、
国
の
責
任
を
あ
い
ま
い
に

し
た
内
容
に
変
え
た
」
な
ど
の
抗

議
を
受
け
て
い
た
問
題
で
、
同
法

人
が
運
営
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
が

4
日
決
ま
っ
た
。
元
患
者
ら
は

「
国
の
間
違
い
を
は
っ
き
り
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
て
い
る
。

　

一
方
、
昨
年　

月　

日
の
信
濃

１２

１６

毎
日
新
聞
は
、
群
馬
県
草
津
町
の

国
立
療
養
所
「
栗
生
楽
泉
園
」
に
、

生
活
用
品
や
、
入
園
者
が
描
い
た

絵
画
な
ど
約
3
0
0
点
の
資
料（
昭

和
初
期
〜
中
期
の
物
が
多
い
）
を

展
示
す
る「
社
会
交
流
館
」が
オ
ー

プ
ン
し
た
と
報
じ
ま
し
た
。
草
津

町
中
心
部
の
「
湯
畑
」
か
ら
源
泉

を
運
ぶ
た
め
の
「
引
湯
管
」
に
用

い
ら
れ
た
ア
カ
マ
ツ
も
展
示
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
長
野
県
人
会

長
の
丸
山
多
嘉
男
さ
ん
は
、「
天

 
秤 
棒
を
担
い
で
患
者
の
暮
ら
す
園

び
ん内

の
長
屋
に
ご
飯
を
届
け
た
。
食

糧
難
で
皆
ひ
も
じ
か
っ
た
当
時
を

思
い
出
す
。」と
話
さ
れ
た
よ
う
で

す
。
療
養
所
の
歴
史
や
入
所
者
の

生
活
や
心
情
が
事
実
に
即
し
て
理

解
さ
れ
る
施
設
で
あ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年　

月　

日
に
栗
生

１０

１９

楽
泉
園
へ
訪
問
し
て
研
修
し
て
き

ま
し
た
。
丸
山
多
嘉
男
さ
ん
は
次

の
よ
う
な
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。　

・
非
人
間
的
な
扱
い

を
受
け
、
大
変
な
人
生
を
歩
ん
で

き
た
（
召
集
令
状
・
レ
イ
テ
作
戦
・

飯
田
市
で
の
生
活
・
楽
泉
園
の
ひ

ど
い
生
活
・
7
3
1
部
隊
等
・
不

妊
手
術
）　

・
小
さ
い
子
ど
も
た

ち
に
は
言
葉
だ
け
の
説
明
で
な
く
、

変
形
し
た
自
分
の
手
を 
直 
に
見
せ

じ
か

る
こ
と
が
大
事　

・
表
面
的
な
同

情
は
不
要　

・
特
に
若
い
人
に
ハ

ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
話
す
こ
と
が

大
切
。
ま
た
、
施
設
を
案
内
し
な

が
ら　

・
一
旦
園
に
入
っ
た
ら
出

ら
れ
な
い　

・
重
監
房
へ
入
れ
ら

れ
て
、
苛
酷
な
環
境
や
扱
い
で
死

ん
だ
人
が
少
な
く
な
か
っ
た　

・

昔
は
戻
ら
な
い　

・
万
歳
は
し
な

い（
幕
引
き
は
し
な
い
）　

・
多
く

の
人
に
正
し
い
情
報
を
伝
え
て
欲

し
い　

等
々
の
こ
と
を
、
感
情
を

込
め
ず
に
淡
々
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
堪
え
ら
れ
な
い
怒
り

や
憎
悪
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

広
い
視
野
で
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方

ま
で
考
え
て
お
ら
れ
て
、
悟
り
の

境
地
に
到
達
し
て
い
る
の
だ
な
と

そ
の
立
派
な
人
格
に
敬
服
し
ま
し

た
。
平
成　

・　

年
度
の
市
の
人

１６

１７

権
啓
発
学
習
会
で
ハ
ン
セ
ン
病
に

つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
が
、
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
丸
山
さ
ん
の
お

話
を
ど
う
感
じ
ま
し
た
か
。

　

厚
生
労
働
省
に
は
、
国
の
責
任

を 
曖  
昧 
に
し
な
い
「
国
立
ハ
ン
セ

あ
い 
ま
い

ン
病
資
料
館
」
に
し
て
欲
し
い
と

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
ハ

ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
、
書
物
な
ど

で
勉
強
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、

直
接
当
事
者
の
話
を
聞
い
た
り
、

施
設
を
視
察
し
て
、
事
実
を
理
解

し
た
り
心
情
に
触
れ
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
世
の
中
の
い

ろ
い
ろ
な
人
権
同
和
問
題
に
つ
い

て
、
常
に
課
題
意
識
を
持
ち
、
能

動
的
な
言
動
・
実
践
が
大
切
だ
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所のののののののののののののののののののののののののののののののの 研究所の 

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっとととととととととととととととととととととととととととととととと「ちょっと

耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりなななななななななななななななななななななななななななななななな話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話　耳よりな話」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬⑬

身体教育医学研究所身体教育医学研究所

 
よ
く
眠
る
こ
と
で

　
　
　

動
脈
硬
化
予
防

　

よ
く
眠
る
こ
と
が
健
康
に
と
っ

て
重
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
食
べ
て

寝
る
（
横
に
な
る
）
と
牛
に
な
る
」

と
い
う
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
な
ど
、

寝
る
こ
と
、
眠
る
こ
と
と
肥
満
と

を
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
今
回

は
、
よ
く
眠
る
こ
と
が
生
活
習
慣

病
、
特
に
動
脈
硬
化
と
関
係
が
深

い
こ
と
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
ア

メ
リ
カ
・
シ
カ
ゴ
の
研
究
（
K
i

n
g
ら
2
0
0
8
）
を
紹
介
し
ま

す
。

　

健
康
な
中
年
4
9
5
人
を
対
象

に
、
5
年
間
の
心
臓
の
血
管
（
冠

動
脈
）
の
石
灰
化
（
動
脈
硬
化
の

最
終
段
階
で
あ
り
、
心
筋
梗
塞
の

原
因
に
な
る
）
を
追
跡
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
も
と
も
と
問
題
の

な
か
っ
た
4
9
5
人
の
う
ち　

人
６１

（　

・
3
％
）
に
冠
動
脈
の
石
灰

１２

化
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
石

灰
化
に
関
係
す
る
い
ろ
い
ろ
な
要

因
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
睡
眠

時
間
が
1
時
間
長
く
な
る
ご
と
に

石
灰
化
発
生
の
危
険
性
が
約
3
分

の
2
の
割
合
に
減
少
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ
く
眠
る
こ

と
が
動
脈
硬
化
、
心
筋
梗
塞
の
予

防
に
な
る
可
能
性
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

「
食
べ
て
寝
る
と
牛
に
な
る
」と

は
、
礼
儀
を
重
ん
じ
る
日
本
的
考

え
方
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
の

よ
う
で
、
実
際
は
消
化
の
面
か
ら

も
食
後
に
か
ら
だ
を
休
め
る
こ
と

は
望
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。
そ
し

て
、
十
分
な
睡
眠
も
大
切
で
す
。

し
っ
か
り
動
く
こ
と
、
お
い
し
く

食
べ
る
こ
と
、
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ

と
…
、
よ
い
生
活
リ
ズ
ム
は
健
康

の
基
本
で
あ
り
、
ス
ト
レ
ス
の
少

な
い
生
活
を
送
り
た
い
も
の
で
す

ね
。

（２００９年４月）

とうみ
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〈広告欄〉　

（２００９年４月）

まるごと生活百科

年金の異動届出はお済みですか
　4月は就職や退職、引っ越しなど異動が多い月です。それらの異動に伴い、年金の手続きが必要な場合がありま

すので、忘れずに届出をお願いします。

　なお、届出に必要な持ち物は、あらかじめ各届出先にご確認ください。

　20歳以上60歳未満の方

届　出　先必　　要　　な　　手　　続　　きこ ん な と き

市　　役　　所

国民年金に加入する。
【ご注意ください】
　次の方も国民年金の加入手続きは必要です。
　・健康保険を任意継続した方

� ���������������������

　・会社員等の配偶者に扶養されていた方
� ������������������������������

会社を退職した
(厚生年金や共済年金から
ぬけた)

勤　　務　　先国民年金からぬける。
就職して厚生年金や共済
年金に加入した 市　　役　　所

国民健康保険加入者は上記とは別に、国民健康保険か
� ����������������

らぬける手続きが必要です。

勤　　務　　先①厚生年金・共済年金加入者

住所変更届出・
氏名変更届出を
する。

住所が変わった

氏名が変わった

配偶者の勤務先
②厚生年金・共済年金に加入してい
　る配偶者に扶養されている方

市役所（住民票異
動届と併せて）　

③上記①、②以外の方

市役所または
金融機関窓口

「口座振替納付申出書」を提出する。口座振替で払いたい保

険

料

関

係

市　　役　　所「保険料免除・納付猶予申請書」を提出する。
支払いを免除や猶予
してほしい

市　　役　　所
「学生納付特例申請書」を提出する。
※平成21年4月1日付のお知らせ版もご覧ください。

学生で支払いが難し
い

　ご不明な点がありましたら下記へお問い合わせください。
　　●問い合わせ先　　小諸社会保険事務所　　　�０２６７－２２－１０８０
　　　　　　　　　　　市民課国保年金係　　　　�６２－１１１１（内線１２３１）

　年金を受けている方

届　出　先必　　要　　な　　手　　続　　きこ ん な と き

社会保険事務所
（用紙は市役所に
　あります）　　　

「年金受給権者住所変更届」を提出する。住所が変わった

「年金受給権者氏名変更届」を提出する。氏名が変わった
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こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

＋３（－６）19（28）０（０）19（28）件数

－４（－１７）２１（31）０（０）２１（31）傷者

０（±０）０（０）０（０）０（０）死者

市内交通事故統計　２月分　　　　　　

２月２８日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の２月の出動件数＝

火災　０件（４件）　救急66件（163件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成20年２月平成2１年２月

13.4℃（22日） 19.2℃（14日） 最高気温

－10.6℃（14日） －9.3℃（18日） 最低気温

－1.4℃　　　　2.1℃　　　　平均気温

72.9％　　　　68.9％　　　　平均湿度

24.0㎜　　　　34.0㎜　　　　降 水 量

平成21年５月３１日までに住宅用
火災警報器を設置しましょう�
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

ななななななななななるるるるるるるるるるほほほほほほほほほほどどどどどどどどどどなるほど
TTTTTTTTTThhhhhhhhhheeeeeeeeeeThe

ごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみごみ（（（（（（（（（（ggggggggggoooooooooommmmmmmmmmiiiiiiiiii））））））））））（gomi）
 NNNNNNNNNNoooooooooo..........55555555555555555555No.55 

クリーンリサイクル係  �63－6814

可
燃
ご
み
指
定
袋
に　

リ
ッ

１０

ト
ル
容
量
の
袋
が
加
わ
り
ま
す

　

東
部
地
区
の
家
庭
用
可
燃
ご
み
指

定
袋
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
よ

１５

り　

リ
ッ
ト
ル
及
び　

リ
ッ
ト
ル
の

２０

３０

容
量
の
指
定
袋
で
家
庭
ご
み
の
収
集

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
、

高
齢
者
世
帯
や
、
単
身
世
帯
の
方
々

な
ど
か
ら
、
小
さ
な
容
量
の
指
定
袋

が
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

〈広告欄〉

　

そ
こ
で
、
高
齢
者
の
ご
み
出
し
の

利
便
性
や
、
ご
み
を
家
庭
内
に
長
く

た
め
込
ま
な
い
と
い
う
衛
生
的
な
面
、

ま
た
、
ご
み
減
量
化
の
観
点
か
ら
も

効
果
が
あ
る
と
考
え
、
多
く
の
方
々

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、　

リ
ッ

１０

ト
ル
の
指
定
袋
を
新
た
に
追
加
作
成

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

 
5
月
上
旬
こ
ろ
か
ら

　
　

新
し
い
指
定
袋
販
売

　

新
し
い
指
定
袋
は
４
月
か
ら
生
産

を
開
始
し
ま
す
の
で
、
店
頭
で
の
販

売
は
５
月
上
旬
こ
ろ
か
ら
と
な
り
ま

す
。
今
ま
で
の
指
定
袋
同
様
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
東
御
市
で
は
１
市
２
制
度

に
よ
り
、
ご
み
処
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
み
指
定
袋
は
東
部
地
区
、
北

御
牧
地
区
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
の
で
、

ご
購
入
の
際
に
は
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（２００９年４月）

とうみ

東部地区 追加指定袋の内容

名　　称　家庭用可燃ごみ

　　　　　　　　　　指定袋１０

容　　量　１０リットル

販売価格　１ロール（２０枚巻）

　　　　　500円

まるごと生活百科
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▲優勝メダルを手に、笑顔の真田さん

真田ひばりさん 全国高校スキー大会
　女子大回転の部で見事優勝！

　　２月２日から６日まで白馬村で開催された、第５８回全
国高校スキー大会女子大回転の部で、湯の丸出身の真田ひ
ばりさん（北海道小樽市 北照高校２年）が見事優勝を収
め、２月２０日に市役所で優勝報告をしました。また、同大
会女子回転の部では７位に入りました。真田さんは小学生
のころから湯の丸ジュニアスキークラブに加入し練習を重
ね、現在はオリンピック選手も輩出している北照高校に進
学しました。「７２番スタートだったのでリラックスして自
分の滑りができました」と、真田さんは大会の様子を話し
てくれました。

まちづくりはひとづくり
生涯学習まちづくり市民のつどい開催

　３月８日、文化会館サンテラスホールで第２回東御市生涯学習ま
ちづくり市民のつどいが開かれました。最初に、日本政策投資銀行
地域振興部参事役の藻谷浩介さんが「住民主体のまちづくり」と題
して基調講演を行いました。また、シンポジウムでは、「まちづく
りはひとづくり」をテーマに藻谷さんがコーディネーターとなり、
パネリストに、子育てに関するボランティア活動を行っている宮嶋
千春さん（本海野）、全国農業青年クラブ連絡協議会の会長として、
青年農業者の育成に取り組んでいる荻原昌真さん（上八重原）、市
長就任前、様々なイベント等でまちづくり活動を実践してきた花岡
市長がそれぞれの活動内容を紹介し、まちづくりの担い手育成につ
いて意見を交わしました。

安心・安全な農作物づくりに取り組む
　　八重原の若手農業者グループ「八重原米研究会」の笹平達
也さん（下八重原）、�澤謙太郎さん（中八重原）、白倉卓馬
さん（上八重原）は、それぞれが農産物の安全性や環境への配
慮などについてNPO法人日本ＧＡＰ協会が審査し、認証する
新しい制度の「ＪＧＡＰ（ジェイギャップ）」を穀物の分野に
おいて、県下で初めて認証取得しました。３人は２月１７日に市
役所を訪れ、花岡市長に取得の報告をしました。
　また、市農業青年クラブ会長を務める白倉さんは２月６日に
長野市で開かれた、青年農業者プロジェクト活動コンクール発
表会のプロジェクト発表の部で、今回の認証取得の取り組みを
紹介し、最優秀賞を受賞した報告も行われました。▲花岡市長と会話する（左から）笹平さん、�澤さん、白倉さん

（２００９年４月）

はじめまして　友情のお人形さん
　日本とアメリカの平和を願い、宣教師として２０年以上日本に住
んでいたギューリック博士により昭和２年から友情の人形（青い
目の人形）が１万２,０００体以上日本の子どもたちに贈られました。
その後戦争により多くの人形が処分されてしまいましたが、昭和
６１年に孫のギューリック３世がこの活動を受け継ぎ、友情の人形
を贈る活動が再開されました。県内にはこれまで９体の人形が贈
られ、３月４日に１０体目となる人形が北御牧小学校に贈られ、体
育館で「友情の人形（青い目の人形）をお迎えする会」が行われ
ました。同校に贈られた人形は「ベツィ」と名付けられており、
「ベツィ」は各クラスを回り、児童たちは「かわいい」と言って
「ベツィ」と触れ合っていました。

▲まちづくりはひとづくりをテーマに行われたシンポジウム

▲みんなベツィちゃんと仲よくね
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とうみ

で
き
ご
と
短
信

２
・　

▼（
農
）北
御
牧
村
味
の
研
究
会

２１

設
立　

周
年
記
念
講
演
会

２０

　
　
　
　

（
平
安
閣
み
ま
き
）

３
・　

▼
湯
の
丸
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
所
属

１０

の
７
人
が
、
第　

回
全
日
本

３３

マ
ス
タ
ー
ズ
ス
キ
ー
選
手
権

雫
石
大
会
へ
の
出
場
報
告

　
　
　
　

（
市
役
所
）

３
・　

▼
湯
楽
里
館
来
館
者
４
５
０
万

２０

人
達
成　
　
　

（
湯
楽
里
館
）

出場選手に大きな声援が送られる
第４６回湯の丸スキー大会

　３月１日、湯の丸スキー場第１ゲレンデで、第４６回湯の
丸スキー大会（ジャイアント・スラローム）が行われまし
た。ゲレンデは時折霧に包まれ、視界が悪い状態の時もあ

りましたが、出場選手に家
族やチームメイトなどから
大きな声援が送られていま
した。
　なお、この大会の結果は
市観光協会のホームページ
でご覧いただけます。

東御市観光協会ホームページアドレス　http://www.tomikan.jp/

　２月１５日に辰野町で開かれた第７回長野県ヴォーカ
ル・アンサンブルフェスティバルで「サファイア賞」
を受賞した東部中学校合唱部は、３月２０日に福島県で
開かれる第２回声楽アンサンブルコンテスト全国大会
へ初出場します。大会出場を前に１２日、１、２年生の
部員１４人が市役所を訪れ、花岡市長に出場の報告をし
ました。部長の荻原佑佳さん（２年）は「たくさんの
人に応援していただきました。当日は感謝の気持ちを
込めて歌います」と大会出場への抱負を話してくれま
した。

東部中合唱部初出場
声楽アンサンブルコンテスト全国大会

　３月２８日に文化会館サンテラスホールで、祢津地区創作
歴史オペレッタ実行委員会による祢津の歴史を題材とした
創作歴史オペレッタ「僕らが見てた山桜」が上演されます。

本番を前に１４日、サ
ンテラスホールの舞
台では出演する「音
楽を楽しむ会スキッ
プ」の皆さんが本番
さながらで太鼓演奏
の練習に取り組んで
いました。

オペレッタ上演を前に
出演者が練習に励む

▲全国大会で歌う「ほたるこい」を披露する合唱部員

２年間学んだことを忘れずに
市交通少年団退団式

　２月２２日、東部人権啓発センターで小学校卒業を迎える
にあたり市交通少年団を退団する６年生２５人の退団式が行

われ、退団者に
卒業文集や記念
品が贈られまし
た。退団者は卒
業文集を開き、
これまでの活動
を懐かしく振り
返っていました。

　２月２４日、東御市観光協会は発足５０周年の記念式典を田
中のラ・ヴェリテで開き、関係者など約１３０人が出席しま
した。小布施町の株式会社小布施堂代表取締役の市村次夫

さんの記念講演や
小諸高校音楽科卒
業生の「きらら会」
の皆さんによる記
念演奏、記念式典
などが行われ、発
足５０周年を祝いま
した。

東御市観光協会
発足５０周年記念式典開催

（２００９年４月）

▲退団者に卒業文集、記念品が贈られる▲きらら会の皆さんの演奏
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４月１日発行

▼
３
月
５
日
に
田
中
の
長
野
救
命
医

療
専
門
学
校
で
創
立
後
初
の
卒
業
証

書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
在
校

生
や
保
護
者
が
見
守
る
な
か
、
救
急

救
命
士
学
科　

人
、
柔
道
整
復
師
学

１６

科　

人
に
小
宮
山
守
校
長
か
ら
卒
業

１３
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
【
写
真
】。

３
年
間
学
ん
だ
知
識
や
技
術
が
今
後

の
社
会
生
活
で
大
い
に
発
揮
で
き
る

よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。
▼
平
成　
１９

年
４
月
か
ら
市
報
を
担
当
し
て
き
ま

し
た
が
、
編
集
後
記
を
書
く
の
も
こ

れ
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
２
年
間

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
紙
面
を
お
借

り
し
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当　

関
）

編

集

後

記

世帯数

11,472世帯（＋７）

総人口

31,976人（－６）

男 15,685人 （＋３）

女 16,291人 （－９）

（３月１日現在）

人の動き

転入  89人（＋８）

転出   88人（－１９）

出生  21人（－３）

死亡  29人（＋２）

 ※カッコは２月対比

食
事
を
作
る
人
、
そ
れ
を
食
べ
る
人
が
い
ま

す
。
食
材
を
栽
培
す
る
人
、
飼
育
す
る
人
、

流
通
す
る
人
、
加
工
す
る
人
、
販
売
す
る

人
・
・
・
。
こ
う
し
た
か
か
わ
り
の
中
に
産

業
が
生
ま
れ
、
地
域
、
経
済
の
活
性
化
に
結

び
つ
き
、
元
気
な
東
御
市
を
作
り
上
げ
る
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
食
に
か
か
わ
る
多
く
の
人
た
ち
に
支

え
ら
れ
て
こ
そ
、
地
域
に
暮
ら
す
人
が
、
心

豊
か
で
生
き 
活 
き
と
し
た
生
活
を
営
む
こ
と

い

が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

東
御
市
で
は
、
食
育
推
進
計
画
「
と
う
み

食
育
の
里
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
食

育
を
通
し
た
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
、
東
御
市

に
暮
ら
す
市
民
一
人
ひ
と
り
の
生
涯
の
幸
せ

を
願
い
推
進
し
て
い
く
計
画
で
す
。
こ
の
計

画
が
食
に
つ
い
て
の
見
直
し
や
、
実
践
の

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

健
康
保
健
課  
管
理
栄
養
士  
大
石
智
花
子  

東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

　

み
な
さ
ん
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
と
、

ど
ん
な
ふ
う
に
食
事
を
し
て
い
ま
す
か
。　

　

よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、「
食
」
と
い

う
漢
字
は
「
人
を
良
く
す
る
」
と
い
う
意
味

で
す
。
私
が
、
理
想
の
食
卓
と
し
て
、
い
つ

も
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
サ
ザ
エ
さ
ん
や
ち
び

ま
る
こ
ち
ゃ
ん
で
す
。
家
族
が
そ
ろ
っ
て
、

同
じ
も
の
を
、
い
ろ
ん
な
話
題
で
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
楽
し
み
な
が
ら
食
事
を
す
る

風
景
は
、
ま
さ
に
食
育
の
基
本
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
た
ち
は
、

話
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
で
「
安
心
」
や

「
が
ん
ば
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に
つ
な
が

り
ま
す
。
つ
ま
り
食
事
は
、
栄
養
や
マ
ナ
ー

も
大
事
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
意
欲
を
高
め
る

機
会
で
も
あ
り
、
食
の
意
欲
＝
生
き
る
力
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
か
か
わ
っ

て
い
ま
す
。
ま
ず
、
台
所
や
厨
房
に
立
っ
て

　

今
月
か
ら
「
と
う
み
食
育
の
里
」
と
題
し
て
食
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
連
載
し
て
い
き
ま
す
。　
　

　

な
お
、
食
育
推
進
計
画
「
と
う
み
食
育
の
里
プ
ラ
ン
」
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.tom

i.nag
ano.jp/




